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　「
宇
納
間
地
蔵
尊
大
祭
」が
開

催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
２
月
17
日

に
北
郷
商
工
会
所
女
性
部（
河
内

喜
美
子
部
長
　
会
員
20
名
）の
会

員
12
名
が
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た
。�

　
当
日
は
国
道
３
８
８
号
を
朝
９

時
か
ら
西
郷
区
和
田
地
区
よ
り

宇
納
間
地
蔵
尊
の
参
道
入
口
ま
で

の
６
㌔
ほ
ど
を
２
時
間
か
け
て
、

ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。�

　
中
に
は
オ
ム
ツ
な
ど
の
家
庭
用

ゴ
ミ
な
ど
も
あ
り
、
４
㌧
ト
ラ
ッ

ク
い
っ
ぱ
い
に
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ

ま
し
た
。�

　
参
加
し
た
会
員
は「
大
祭
前
に

き
れ
い
に
な
っ
て
自
分
も
気
持
ち

が
い
い
。
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で

帰
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
大
祭
終
了
の
次
の
日
に

は
北
郷
区
青
年
団
連
絡
協
議
会

（
梅
田
祐
助
会
長
　
会
員
30
名
）

の
会
員
10
名
が
全
長
寺
や
役
場

周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。
会
員
ら
は

約
１
時
間
か
け
て
、
国

道
沿
い
の
溝
や
植
え
込

み
の
中
か
ら
丁
寧
に
タ

バ
コ
の
吸
殻
や
空
き
缶

な
ど
拾
い
上
げ
ま
し
た
。�

　
青
年
団
で
は
毎
年
こ

の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
て
お
り
、
梅
田

会
長
は「
祭
り
の
後
で
も
、

北
郷
を
訪
れ
た
人
が
き

れ
い
な
町
だ
と
思
っ
て

も
ら
え
る
と
い
い
で
す

ね
。
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。�

�
�

　
３
月
２
日
に
は
北
郷
商
工
会
青
年
部（
山

本
英
次
部
長
　
会
員
６
名
）主
催
の
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
は「
火
伏
せ
ち
ん
ど
ん
５
人
衆
」

に
よ
る
ち
ん
ど
ん
が
行
わ
れ
、
多
彩
な
衣

装
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
仕
草
で
商
店
街

を
練
り
歩
き
、
お
客
さ
ん
も
楽
し
そ
う
に

見
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
そ
の
後
は
、
路
上
で
エ
イ
サ
ー
の

演
舞
が
行
わ
れ
、
沖
縄
国
際
大
学
の
エ
イ
サ

ー
グ
ル
ー
プ「
鼓
衆
シ
ン
カ
」、
北
郷
区
青

年
団
エ
イ
サ
ー
部
、エ
イ
サ
ー
グ
ル
ー
プ
絆

の
３
グ
ル
ー
プ
が
披
露
。「
民
謡
」や「
ミ
ル

ク
ム
ナ
リ
」な
ど
計
５
曲
を
披
露
し
、
勇
壮

な
演
舞
を
一
目
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
５
０
０

人
の
観
客
は
沖
縄
の
華
麗
な
舞
踊
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
商
工
会
前
の
会
場
で
は
も
ち
ま

き
や
振
る
舞
い
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
拝
に

訪
れ
た
お
客
さ
ん
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

�

　
宇
納
間
地
蔵
尊
大
祭
に
あ
わ
せ
て
、
北
郷

の
歴
史
や
農
林
業
な
ど
を
体
験
す
る「
炭
焼

き
の
郷
宇
納
間
地
蔵
体
験
ツ
ア
ー
」が
美
郷

町
観
光
協
会
北
郷
支
部（
岡
田
憲
幸
支
部
長
）

の
主
催
で
３
月
１
日
、２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
東
京
都
や
鹿
児
島
市
、
宮
崎
市

内
な
ど
か
ら
21
名
が
参
加
し
、
炭
細
工
体
験

や
炭
窯
見
学
、
北
郷
区
特
産
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

の
摘
み
取
り
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。�

　
炭
細
工
体
験
で
は
宇
納
間
備
長
炭
の
特

性
を
活
か
し
た
風
鈴
つ
く
り
を
20
分
ほ
ど
行

い
、
そ
の
後
は
泥
染
め
体
験
や
パ
ン
作
り
な

ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宇
納
間
備
長

炭
の
炭
窯
見
学
で
は
川
上
隆
雄
さ
ん
所
有
の

炭
窯
を
見
学
し
、
説
明
を
受
け「
大
変
な
仕

事
で
す
ね
。
こ
ん
な
苦
労
を
経
て
よ
い
炭
が

で
き
る
ん
で
す
ね
。
」と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
は
、
早
田
卓
男
・
厚
子
さ
ん
夫
妻

所
有
の
ハ
ウ
ス
で
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
摘
み
取

り
体
験
作
業
を
１
時
間
ほ
ど
行
い
、
参
加

者
は
丁
寧
に
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
を
摘
み
取
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
２
日
目
は
宇
納
間
地
蔵
尊
大
祭
を
見
学
、

歴
史
探
訪
を
行
い
、
参
拝
し
ま
し
た
。�

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
参
加
者
か
ら
は
、「
ス

イ
ー
ト
ピ
ー
の
素
晴
し
い
管
理
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
」「
炭
作
り
も
大
変
な
作
業
だ

と
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
」と
の
感
想
が

聞
か
れ
、
北
郷
の
自
然
や
農
林
業
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。�

�

ご
寄
附
の
お
礼�

�

　
全
長
寺
様
よ
り
美
郷
町
の
振

興
に
と
金
一
封
を
ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�
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本
日
、
こ
こ
に
平
成
20
年

美
郷
町
議
会
第
１
回
定
例
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
て
、
平
成

20
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
予

算
案
並
び
に
各
特
別
会
計
予

算
案
及
び
各
関
連
議
案
の
審

議
を
お
願
い
す
る
に
当
た
り
、

私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
７
千
町

民
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。�

　
継
続
事
業
と
な
っ
て
い
た
大

規
模
災
害
復
旧
作
業
も
被
災

さ
れ
た
町
民
の
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
の
も
と
、
着
実
に

進
め
ら
れ
、
町
民
生
活
に
落

ち
着
き
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と

を
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
日
も
早
い
完
全

な
復
旧
に
向
け
て
全
力
を
尽

く
す
と
と
も
に
、
防
災
体
制
の

充
実
を
、
今
以
上
に
図
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。�

　
さ
て
、
美
郷
町
が
誕
生
し

２
年
２
か
月
を
経
過
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
初
代
町
長

と
し
て
、
積
極
的
に
町
民
と
の

対
話
を
重
ね
、
協
調
を
図
り

な
が
ら
、
新
生
「
美
郷
町
」

の
発
展
に
向
け
て
職
員
一
丸
と

な
っ
て
日
夜
邁
進
し
て
参
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
将
来
を

展
望
す
る
町
政
運
営
の
基
礎
が
、

あ
る
程
度
出
来
あ
が
っ
た
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
３
区
の
特
色
あ
る
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し

な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
生
き

生
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

美
郷
町
づ
く
り
に
向
け
て
町

政
運
営
を
行
う
つ
も
り
で
す
。�

　
と
こ
ろ
で
、
平
成
20
年
度

の
国
の
経
済
見
通
し
は
、
世
界

経
済
の
回
復
が
続
く
な
か
、

平
成
19
年
度
に
引
き
続
き
企

業
部
門
の
底
堅
さ
が
持
続
す

る
と
と
も
に
、
家
計
部
門
が

緩
や
か
に
改
善
し
、「
自
立
と

共
生
」
を
基
本
と
し
た
改
革
へ

の
取
組
の
加
速
・
深
化
と
、

政
府
・
日
本
銀
行
の
一
体
と
な

っ
た
取
組
等
に
よ
り
、
物
価
の

安
定
の
下
で
の
民
間
需
要
中
心

の
経
済
成
長
に
な
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
改

正
建
築
基
準
法
の
施
行
に
よ
る

住
宅
建
設
の
減
少
、
石
油
製

品
等
の
上
昇
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

住
宅
ロ
ー
ン
問
題
を
背
景
と

す
る
金
融
資
本
市
場
の
変
動

や
原
油
価
格
の
高
騰
等
、
国

に
与
え
る
影
響
に
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
新
規
国
債
発
行
額

と
債
務
残
高
を
見
る
と
、
平

成
20
年
度
も
25
兆
３
千
億

円
程
度
の
発
行
額
が
予
定
さ
れ
、

債
務
残
高
も
平
成
20
年
度
末

で
５
５
３
兆
円
（
平
成
19
年

度
末
５
４
７
兆
円
）
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
総
合
的
に
分
析

す
る
と
公
債
へ
の
依
存
度
（
平

成
19
年
度
30
・
７
％
↓
平
成

20
年
度
30
・
５
％
）
は
着
実

に
低
下
し
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
国
家
財
政
事

情
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
様
な
状
況
下
、
平
成

20
年
度
国
の
予
算
は
、「
経
済

財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関

す
る
基
本
方
針
２
０
０
６
」（
平

成
18
年
７
月
７
日
閣
議
決
定
。

以
下
「
基
本
方
針
２
０
０
６
」

と
い
う
。）
及
び
「
経
済
財
政

改
革
の
基
本
方
針
２
０
０
７
（
平

成
19
年
６
月
19
日
閣
議
決
定
。

以
下
「
基
本
方
針
２
０
０
７
」

と
い
う
。
）
に
則
り
、
「
活
力

あ
る
経
済
社
会
の
実
現
」、「
地

方
の
自
立
と
再
生
」
及
び
「
国

民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
」
を
施
策
の
柱

と
し
、
地
方
に
対
し
て
「
地

方
の
自
立
と
再
生
」
を
示
し
て

い
ま
す
。�

　
特
に
、
地
方
財
政
対
策
に
つ

い
て
は
、
地
方
税
収
入
や
地

方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国

税
収
入
の
伸
び
の
鈍
化
、
社

会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
、

公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移

す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
依
然
と

し
て
大
幅
な
財
源
不
足
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
基
本

方
針
２
０
０
６
」
や
「
基
本
方

針
２
０
０
７
」
に
基
づ
き
、
国

の
歳
出
予
算
と
歩
み
を
一
に
し

て
定
員
の
純
減
や
給
与
構
造

改
革
等
に
よ
る
給
与
関
係
経

費
や
地
方
単
独
事
業
費
の
抑

制
を
図
り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、

地
方
財
政
計
画
の
規
模
抑
制

に
努
め
、
財
源
不
足
額
の
圧

縮
を
図
る
一
方
で
、
国
と
地
方

の
信
頼
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、

着
実
な
歳
出
・
歳
入
一
体
改

革
の
展
開
、
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の
総

額
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
地
方
財
政
対
策
を
講

じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
国
の
情
勢
を
鑑
み

ま
す
と
地
方
の
「
自
立
と
再
生
」

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
合
併

後
３
年
目
と
な
る
美
郷
町
に
と
っ

て
も
自
治
体
と
し
て
の
真
価
が
問

わ
れ
る
年
と
な
る
こ
と
は
申
す
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
活
力
に
充
ち
、

思
い
や
り
と
優
し
さ
に
包
ま
れ
、

次
世
代
の
人
々
に
夢
と
希
望
を
与

え
る
美
郷
町
づ
く
り
」
を
目
指
す

上
で
の
私
の
政
治
信
条
は
「
住
民

の
対
話
と
協
調
に
よ
る
町
政
運
営
」

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
誠
実
に
実

践
し
て
き
ま
し
た
し
、
今
後
も
変

わ
ら
ぬ
思
い
で
町
政
運
営
を
行
う

所
存
で
す
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
平
成
20
年
度

美
郷
町
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

町
総
合
計
画
や
過
疎
計
画
等
の

着
実
な
実
行
と
、
町
民
の
行
政
ニ

ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と

を
念
頭
に
、
当
面
す
る
行
政
課

題
を
緊
急
性
、
効
果
及
び
均
衡

等
の
視
点
か
ら
精
査
し
、
特
に
行

政
の
効
率
化
に
よ
る
財
源
確
保
に

努
め
な
が
ら
、
重
点
的
、
効
果

的
な
配
分
を
行
う
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
編
成
作
業
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。�

　
中
で
も
、
特
に
町
を
縦
断
す
る

国
道
３
８
８
号
の
整
備
は
町
民
の

一
体
感
醸
成
を
図
る
上
に
お
い
て

も
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら

全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
国
、
県
と
も
に
財
政

状
況
の
厳
し
さ
に
変
わ
り
な
く
地

方
歳
出
へ
の
抑
制
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
源
移
譲
と
国
庫
及
び

県
負
担
金
の
乖
離
は
大
き
く
、
地

方
交
付
税
も
平
成
15
年
度
以
来

と
な
る
対
前
年
度
比
の
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
大
幅
な
増

額
と
ま
で
は
い
か
ず
、
困
難
な
予

算
編
成
を
強
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。�

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
平
成

20
年
度
に
お
い
て
も
町
行
政
改

革
大
綱
に
則
っ
た
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
着
実
に
実
行
し
、
時
代
要
求

に
即
応
で
き
る
柔
軟
か
つ
効
率
的

な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

こ
と
で
、
将
来
を
展
望
し
た
健
全

で
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
町
民
主
体
の

行
財
政
運
営
に
最
大
限
の
努
力
を

払
う
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。�

　
歳
入
面
で
は
、
税
源
移
譲
に

伴
う
町
税
の
大
幅
な
伸
び
は
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
国
、

県
の
制
度
事
業
を
有
効
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
地
方
債
に
つ
い
て

も
町
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画

に
基
づ
き
償
還
額
の
一
部
に
交
付

税
が
算
入
さ
れ
る
有
利
な
地
方
債

を
選
択
す
る
等
、
創
意
工
夫
を

持
っ
て
財
源
の
確
保
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
合
併
特
例
債

や
合
併
交
付
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
の
事
業
の
効
果
を
慎
重
に
検
討

し
な
が
ら
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な

い
事
業
へ
の
貴
重
な
財
源
と
し
て

運
用
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。�

　
歳
出
面
で
は
、
町
総
合
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
た
新
し
い
ま
ち
建

設
計
画
の
趣
旨
を
十
分
に
尊
重
し
、

３
区
の
地
域
資
源
と
特
色
と
均
衡

あ
る
発
展
を
図
る
た
め
に
、
行
政

効
率
化
に
よ
る
財
源
確
保
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

平
成
20
年
度
は
、
医
療
福
祉
や

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
の

経
費
、
道
路
網
の
整
備
、
地
域
の

特
色
や
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
た
産
業
振
興
、
少
子
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
福
祉
施
策
、

町
民
の
暮
ら
し
の
安
定
を
図
る
た

め
の
経
済
及
び
情
報
化
対
策
、

健
康
保
持
増
進
を
図
る
た
め
の
保

健
医
療
対
策
、
生
涯
学
習
等
の

教
育
振
興
対
策
、
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
づ
く
り
の
為
の
諸
施
策

を
重
点
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。�

�（
以
下
、
テ
ー
マ
毎
の
施
策
の
概

要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。）�

����

【
土
木
建
設
政
策
に
つ
い
て
】�
�

　
地
域
の
「
基
本
的
な
社
会
資
本
」

で
あ
る
道
路
等
、
交
通
網
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
生
活
に

密
着
し
た
必
要
不
可
欠
な
課
題

で
あ
り
ま
す
。�

�

○
国
道
に
つ
い
て�

　
国
・
県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

何
と
言
い
ま
し
て
も
、
本
町
を
南

北
に
貫
く
「
国
道
３
８
８
号
」
の

改
良
整
備
が
、
最
重

要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
、

今
更
、
申
し
上
げ
る

ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

県
北
の
沿
海
部
と
本

町
、
本
町
相
互
の
移

動
時
間
の
短
縮
は
元

よ
り
、
広
く
産
業
・

文
化
・
観
光
振
興
を

図
る
上
か
ら
も
、
早

期
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

西
郷
区
と
南
郷
区
の

区
間
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
般
住
民
の

協
力
も
得
て
の
関
係

機
関
へ
の
要
望
・
提
言

活
動
を
展
開
し
た
結
果
、

柿
の
木
原
か
ら
日
平

区
間
の
「
日
平
工
区
」

が
設
定
さ
れ
、
ト
ン

ネ
ル
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
の

本
格
的
な
改
良
工
事
が
開
始
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
こ

の
日
平
工
区
の
実
施
期
間
の
短
縮

を
活
動
の
軸
に
置
き
、
町
民
悲
願

の
「
ト
ン
ネ
ル
」
着
工
が
１
年
で

も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
、
力
を

尽
く
す
考
え
で
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
、「
舟
方
工
区
」
や
「
南

郷
区
新
屋
敷
か
ら
椎
葉
村
界
の
区

間
」、
国
道
４
４
６
号
の
「
東
郷
・

南
郷
区
間
バ
イ
パ
ス
」、
県
道
「
宇�

交通網の整備�
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納
間
・
日
之
影
線
」、「
西
都
・
南

郷
線
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
す

る
期
成
同
盟
会
の
活
動
と
と
も
に
、

町
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。�

�

○
町
道
に
つ
い
て
　�

　
町
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に

密
着
し
た
生
活
道
路
や
、
広
域
道

路
網
の
整
備
を
図
る
た
め
、
制
度

事
業
を
基
本
に
、
整
備
を
進
め
て

行
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交

付
金
事
業
で
、
本
村
・
吾
味
線
等

の
４
路
線
を
、
道
整
備
交
付
金
事

業
で
、
小
八
重
・
清
水
岳
線
等
の

２
路
線
を
、
過
疎
対
策
事
業
で
は
、

谷
久
・
山
ノ
木
浦
線
等
の
２
路
線
の

整
備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。�

�

○
農
林
業
の
生
産
基
盤
の
整
備
計

　 

画
に
つ
い
て�

　
農
地
・
農
業
用
施
設
整
備
で
は
、

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

や
県
単
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
制

度
事
業
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上
や
、

用
水
量
不
足
の
解
消
を
図
る
た
め
の

用
水
路
整
備
な
ど
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。�

　
併
せ
ま
し
て
、
林
道
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
低
コ
ス
ト
林
業
の
確
立

や
、
路
網
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
主

な
目
的
に
、
県
営
事
業
で
開
設
４

路
線
、
舗
装
１
路
線
の
ほ
か
、
町
の

事
業
と
し
ま
し
て
、
森
林
環
境
保

全
整
備
事
業
、
道
整
備
交
付
金
事

業
、
里
山
エ
リ
ア
再
生
交
付
金
事

業
の
国
庫
補
助
を
受
け
て
、
開
設
６

路
線
、
舗
装
２
路
線
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
、
県
単
の
農
地
整
備
の

一
部
と
林
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
、

補
助
事
業
と
し
て
の
採
択
が
流
動

的
な
も
の
に
関
し
ま
し
て
は
、
当
初

予
算
に
計
上
す
る
こ
と
を
控
え
、

補
助
採
択
が
確
実
と
な
っ
た
段
階
で
、

補
正
予
算
を
編
成
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。�

�

○
災
害
及
び
防
災
対
策
に
つ
い
て�

　
災
害
復
旧
事
業
は
、
平
成
19
年

災
ま
で
の
過
年
発
生
分
は
、
繰
り

越
し
と
平
成
20
年
度
発
注
計
画
を

も
っ
て
、
全
て
を
発
注
し
、
本
年
度

中
の
完
了
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。�

　
次
に
、
防
災
関
係
で
は
、
町
民

が
安
心
で
安
全
な
生
活
を
営
め
る
よ

う
、
砂
防
事
業
、
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
、
治
山
事
業
な
ど
、
国
・

県
の
制
度
事
業
を
積
極
的
に
導
入

し
て
、
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
制
度
事
業
の
採
択
要
件
を
、

満
た
す
こ
と
が
出
来
な
い
箇
所
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
が
事
業
費
の
一
部

を
支
援
し
、
安
全
・
安
心
を
補
完

し
て
参
り
ま
す
。�

�

○
町
営
住
宅
に
つ
い
て�

　
現
在
、
公
営
及
び
町
営
、
併
せ

て
２
３
９
戸
を
管
理
し
て
お
り
ま
す
。�

現
在
、
空
家
は
23
戸
前
後
で
あ
り

ま
す
が
、
政
策
的
な
空
屋
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
実
質
的
に
は
92
％
の

入
居
率
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

最
善
の
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。�

�

○
入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て�

　
公
共
工
事
の
入
札
制
度
の
見
直

し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
正
な
入
札

の
執
行
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
適

正
な
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り

発
注
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
た

め
、
最
低
制
限
価
格
の
引
き
上
げ
、

総
合
評
価
落
札
方
式
の
試
行
等
を

行
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。�

���【
産
業
振
興
政
策
に
つ
い
て
】�

�

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

及
び
林
業
に
つ
き
ま
し
て
の
基
本
的

な
政
策
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

○
農
業
に
つ
い
て�

　
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
の
議
会
で
振
興
す
べ
き
品
目
と
し

て
公
表
致
し
ま
し
た
、
き
ん
か
ん
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
生
姜
、
し
き
み
、
茶
、

和
牛
及
び
キ
ュ
ウ
リ
の
７
品
目
を
中

心
に
、
生
産
規
模
の
拡

大
や
、
品
質
の
向
上
を

進
め
て
参
り
ま
す
。�

　
私
は
、
美
郷
町
発
足

か
ら
今
日
ま
で
に
、
き
ん

か
ん
の
糖
度
や
大
き
さ
が
、

セ
ン
サ
ー
で
選
別
で
き
る

機
械
の
導
入
支
援
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
茶
の

摘
採
機
導
入
支
援
や
防

霜
対
策
、
み
や
ざ
き
地

頭
鶏
の
種
鶏
場
や
処
理

加
工
施
設
の
建
設
な
ど

の
ハ
ー
ド
面
に
つ
き
ま
し

て
、
日
向
農
協
や
農
家

と
連
携
し
て
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。�

　
本
年
度
は
、
国
の
「
農

山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
交
付
金
事
業
」
を
日
向
市
、

門
川
町
及
び
日
向
農
協
と
連
携
し
て
、

広
域
的
な
計
画
を
策
定
し
、
リ
ー

ス
方
式
に
よ
る
施
設
野
菜
団
地
を

町
内
に
建
設
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。�

�

○
畜
産
業
に
つ
い
て�

　
和
牛
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
も
、

国
の
「
牛
舎
リ
ー
ス
事
業
」
と
町

単
独
の
助
成
事
業
に
よ
り
、
規
模

拡
大
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

10
頭
以
上
の
飼
育
農
家
に
つ
き
ま

し
て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
施
設

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
、
引
き
続
き
、
設
置
の
指
導

と
費
用
の
支
援
を
予
定
し
て
お
り
、

補
助
採
択
が
決
定
次
第
、
補
正
予

算
を
編
成
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、

各
作
物
の
拡
大
に
対
す
る
支
援
、

農
家
の
経
営
・
運
転
資
金
へ
の
利
子

補
給
補
助
を
行
う
な
ど
し
て
、
規

模
の
拡
大
や
経
営
支
援
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。�

�

○
生
産
者
団
体
の
支
援
に
つ
い
て�

　
こ
れ
ま
で
、
部
会
員
の
人
数
を
要

件
に
補
助
金
を
交
付
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
将
来
は
、
町
や
地
域
の

産
業
振
興
に
努
力
し
て
い
る
部
会
を

重
点
に
、
活
動
支
援
へ
シ
フ
ト
さ
せ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
本
年

度
は
、
部
会
毎
の
実
態
を
把
握
し

た
上
で
、
平
成
21
年
度
以
降
の
部

会
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

�

○
林
業
に
つ
い
て�

　
林
業
、
特
に
素
材
生
産
に
関
し

ま
し
て
は
、
国
産
材
時
代
は
近
い

と
言
わ
れ
な
が
ら
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。�

　
し
か
し
、
素
材
供
給
側
に
あ
る
我
々

と
し
ま
し
て
は
、
町
が
定
め
た
「
森

林
整
備
計
画
」
に
基
づ
い
た
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
長
伐
期
施
業
へ

の
移
行
と
併
せ
て
、
適
期
の
除
間
伐

を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
町
単
独
の

嵩
上
げ
補
助
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。�

　
な
お
、
素
材
生
産
の
み

で
は
、
森
林
・
林
業
の
発

展
は
図
れ
ま
せ
ん
の
で
、

素
材
生
産
・
加
工
・
流

通
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま

す
。
耳
川
広
域
森
林
組

合
を
中
心
と
し
た
耳
川

木
材
加
工
団
地
が
一
丸
と

な
っ
て
、
販
売
戦
略
を
講

ず
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
団
地
・

森
林
組
合
と
流
域
行
政

が
連
携
し
て
、
森
林
・
林

業
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。�

　
更
に
、
話
題
に
な
っ
て

い
る
「
中
国
木
材
」
の
進

出
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
規
模
伐
採
に
よ
る
山
林

の
荒
廃
防
止
の
具
体
策
を

求
め
な
が
ら
、
流
域
自
治
体
な
ど

と
協
議
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。�

�

○
特
用
林
産
物
に
つ
い
て�

　
最
初
に
、
椎
茸
生
産
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
は
お
り
ま
す
が
、
新
規
参
入

や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
僅
か
で
す
が
、

見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
の
生
産
継
続
を
促
す
上
か
ら
も
、

原
木
供
給
や
生
産
設
備
の
導
入
・
改

善
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。�

　
木
炭
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
規
参

入
希
望
者
が
出
て
来
て
お
り
ま
す
の

で
、
製
炭
窯
建
設
の
助
成
を
予
定

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
原
木
確
保
に
つ
き
ま
し
て

も
、
生
産
者
や
森
林
所
有
者
と
、
検

討
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え

ま
す
の
で
、
植
菌
計
画
と
原
木
の
計

画
的
な
伐
採
に
つ
い
て
も
、
関
係
者

と
と
も
に
指
導
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。�

　
以
上
、
農
林
業
の
振
興
方
針
を

述
べ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、

農
家
や
林
家
が
計
画
性
を
高
め
、

実
行
に
移
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
が
最
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。�

　
従
い
ま
し
て
、
個
人
や
法
人
が
、

新
規
又
は
規
模
拡
大
を
検
討
し
、

経
営
戦
略
を
練
る
中
に
お
い
て
、
必

要
な
資
金
を
有
利
な
条
件
で
活
用

で
き
る
よ
う
指
導
・
誘
導
し
、
そ
の

リ
ー
ス
料
や
利
子
分
を
補
給
支
援

し
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、
J
A
や

森
林
組
合
、
県
の
関
係
事
務
所
と

協
調
・
連
携
し
て
振
興
施
策
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

���【
福
祉
保
健
行
政
に
つ
い
て
】�

�  

少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
健

康
づ
く
り
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。�

�

○
少
子
化
対
策
に
つ
い
て�

　
少
子
化
問
題
は
、
国
全
体
の
重

要
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
産
業
構

造
や
就
労
形
態
、
過
疎
化
の
進
展

に
連
動
し
て
い
る
と
と
も
に
、
個
人

の
生
活
や
価
値
観
な
ど
に
根
ざ
し
て

い
る
部
分
が
多
く
、
抜
本
的
解
決

が
困
難
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
町
行
政
と
し
て
は
、
従
来
に

引
き
続
き
子
育
て
支
援
を
目
的
と

す
る
児
童
福
祉
施
策
を
充
実
し
、

乳
幼
児
を
持
つ
家
庭
を
地
域
全
体

で
支
援
す
る
体
制
整
備
が
最
も
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
新
年
度
に
お
い
て
は
、
町
単
の
上

乗
せ
助
成
を
行
う
こ
と
で
県
内
の
他

市
町
村
よ
り
優
遇
的
な
施
策
で
あ

る
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
」

や
出
産
祝
金
支
給
事
業
等
を
継
続

し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の

児
童
数
減
少
を
見
越
し
た
保
育
所

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。�

　
ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
の
小
学

校
低
学
年
児
の
受
け
入
れ
先
と
し

て
「
学
童
保
育
」
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
特
に
母
子

家
庭
や
両
親
稼
働
世
帯
で
は
安
心

し
て
仕
事
に
行
け
ま
す
し
、
子
供
も

長
期
休
暇
を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
な

ど
、
ま
さ
に
大
き
な
子
育
て
支
援
で

あ
り
、
保
護
者
か
ら
大
変
好
評
で

あ
り
ま
す
。
平
成
19
年
度
に
は
、

従
来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
西
郷

区
に
加
え
、
北
郷
区
で
も
新
規
に
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
南
郷
区
で

は
従
来
民
間
で
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
新
年
度
か
ら
は
事
情
に
よ
り

継
続
で
き
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
行
政
支
援
に
よ
り

保
護
者
の
要
望
に
お
応
え
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

�

○
高
齢
化
対
策
と
健
康
施
策
に
つ
い
て�

　
本
町
の
高
齢
化
率
も
平
成
19
年

10
月
１
日
現
在
で
42
・
３
％
と
な

っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
者

福
祉
の
充
実
が
町
の
重
要
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。�

　
在
宅
で
元
気
に
過
ご
せ
る
の
が
本

人
や
家
族
に
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
行
政
と
し
て
は
そ�

きんかん光センサー選果機�

山を育てる�
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れ
を
支
援
し
て
い
く
べ
く
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
や
生
き
生
き
サ
ロ
ン
事
業
な

ど
の
各
種
事
業
を
適
宜
見
直
し
な

が
ら
、
高
齢
者
の
実
態
に
即
し
た

事
業
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。�

ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
も
あ
り
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
等
の

生
活
習
慣
病
は
、
い
ま
や
国
民
病

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
増
加
し
て
お
り
、

医
療
費
に
占
め
る
割
合
も
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
主
な
原
因
と
し
て
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
、
い
わ
ゆ
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
の
予
防
と
し
て
は

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
、
要
す

る
に
適
正
体
重
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
新
年
度

か
ら
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
が
始
ま

り
ま
す
の
で
、
受
診
率
向
上
を
図
り
、

早
期
に
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
予
防
を
一
層
徹
底
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。�

　
平
成
19
年
度
は
新
し
い
町
民
健

康
運
動
と
し
て
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
大

作
戦
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
３

月
間
延
べ
１
、
１
０
８
世
帯
、
８
１

６
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
全
世
帯
の
14
・

２
％
に
な
り
ま
す
。�

　
参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
事
業
が
き

っ
か
け
に
な
っ
て
家
庭
内
で
健
康
づ

く
り
に
高
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
」
と
か
「
食
事
や
運
動
を
見
直

し
た
」
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。�

　
ま
た
事
業
に
参
加
し
た
方
の
半

数
に
B
M
I
値
の
改
善
が
認
め
ら

れ
、
町
民
の
健
康
意
識
の
醸
成
と
い

う
当
初
の
目
的
は
十
分
達
成
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
新

年
度
も
引
き
続
き
こ
の
事
業
を
実

施
し
、
町
民
へ
の
健
康
啓
発
を
更
に

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。�

�
○
環
境
衛
生
施
策
に
つ
い
て�

  

西
郷
区
の
美
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
20
年
１
月
か
ら

「
ご
み
収
集
業
務
」
を
民
間
委
託
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
３
区
と
も

民
間
委
託
に
な
り
、
統
一
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
収
集
業
務
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
業
者
へ
の
指

導
を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。�

  

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
安
心
・
安
定
し

た
飲
料
水
供
給
に
は
、
施
設
の
適

切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

法
に
基
づ
き
点
検
・
管
理
業
務
を

し
っ
か
り
行
う
と
と
も
に
、
老
朽
化

し
た
施
設
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
施

設
整
備
を
行
う
こ
と
も
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
簡
易
水
道
法
に
該
当
し
な
い

飲
料
水
供
給
施
設
な
ど
の
水
道
施

設
に
あ
っ
て
は
、
適
宜
衛
生
管
理
に

つ
い
て
の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

施
設
の
改
善
等
に
つ
い
て
地
元
の
相

談
に
応
じ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。�

���【
次
代
を
担
う
人
材
を
育

て
る
教
育
振
興
の
施
策
に

つ
い
て
】�

�

　
本
町
の
教
育
全
般
の
振
興
を
図
る

た
め
、
教
育
基
本
法
の
理
念
及
び

県
教
育
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
人

間
尊
重
の
精
神
を
基
本
と
し
、
一
人

ひ
と
り
が
豊
か
な
人
間
性
を
培
い
、

変
動
す
る
社
会
に
創
意
工
夫
と
生

き
が
い
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
年
度
に
お
い
て
も
「
次
代
を
担
う

人
材
の
育
成
」
と
「
生
き
が
い
に
満

ち
た
心
豊
か
な
町
民
生
活
」
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
引
き
続
き
次
の
施

策
を
重
点
に
置
き
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。�

�

○
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て�

　
県
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
、「
宮

崎
の
教
育
創
造
プ
ラ
ン
」
の
重
点
事

項
で
あ
る

①
基
礎
的
・
基
本
的
な
力
や
態
度

　
の
育
成
の
徹
底�

②
望
ま
し
い
自
信
や
将
来
に

　
対
す
る
夢
や
希
望
の
育
成

③
一
貫
と
連
携
・
融
合
の
教

　 

育
推
進�

�

の
三
つ
の
柱
を
基
本
と
し
て
、

町
民
の
幅
広
い
御
理
解
と
御

協
力
を
得
な
が
ら
、
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
特
に
、「
一
貫
と
連
携
・
融

合
の
教
育
推
進
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
、
過
疎
化
の

進
展
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

数
の
大
幅
な
減
少
が
予
想
さ

れ
る
事
か
ら
、
新
し
い
教
育

体
系
の
あ
り
方
に
即
し
た
教

育
環
境
等
の
整
備
・
充
実
を

図
る
た
め
、
小
中
一
貫
教
育
の
具
現

化
に
向
け
た
、
各
地
区
で
の
説
明

会
を
、
平
成
19
年
度
を
主
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
モ
デ

ル
地
区
と
定
め
た
、
南
郷
区
に
お

い
て
は
、
P
T
A
を
は
じ
め
、
地

域
住
民
を
対
象
に
、
多
数
の
説
明

会
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
そ
の
結
果
、
南
郷
区
に
お
い
て
は
、

「
小
中
一
貫
教
育
の
機
能
を
十
分
生

か
し
う
る
新
校
舎
建
設
に
よ
る
、
施

設
一
体
型
小
中
一
貫
教
育
校
の
開
校

実
現
に
向
け
取
り
く
む
よ
う
」
と
の

意
見
書
が
、
諮
問
機
関
で
あ
る
「
小

中
一
貫
基
本
構
想
検
討
委
員
会
」

よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
こ
の
意
見
書
を
尊
重
し
、

学
校
設
置
個
所
・
現
施
設
の
跡
地

利
用
・
通
学
方
法
な
ど
、
地
域
等

と
の
協
議
を
通
し
、
諸
条
件
の
整
備

を
進
め
、
更
に
財
政
状
況
に
配
慮

し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
早
期
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。�

　
ま
た
、
西
郷
区
と
北
郷
区
に
つ
き

ま
し
て
も
、
P
T
A
や
区
民
の
皆

様
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
今
後
も

引
続
き
説
明
会
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。�

�

○
幼
稚
園
教
育
に
つ
い
て�

　
近
年
の
社
会
環
境
、
生
活
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
女
性
の
就
業
者
が

増
加
し
、
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形

成
の
基
礎
を
培
う
就
学
前
教
育
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も

幼
稚
園
教
育
の
充
実
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
一
方
で
、
就
学
前
教
育
に
つ
い
て

は
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
互
い
の
機

能
を
併
せ
持
つ
、「
認
定
子
ど
も
園
」

の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
化
に
伴

い
未
就
学
児
の
数
が
少
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
の
で
、
同
制
度
の
検
討
も

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　�○
小
中
学
校
教
育
に
つ
い
て�

　
小
中
学
校
が
連
携
を
し
な
が
ら

確
か
な
学
力
の
育
成
、
望
ま
し
い
道

徳
心
や
規
範
意
識
の
醸
成
、
体
力

の
向
上
と
健
康
の
増
進
を
目
指
し
、

日
々
教
育
実
践
に
取
り
組
ん
で
お
り

成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。�

　
新
年
度
は
、
教
育
特
区
を
活
用
し
、

南
郷
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
国

語
科
、
算
数
・
数
学
科
の
授
業
時

数
を
増
や
し
、
基
礎
学
力
の
さ
ら

な
る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

外
国
語
に
慣
れ
親
し
み
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る

た
め
に
、
小
学
校
か
ら
新

教
科
「
英
会
話
科
」
を

実
施
し
ま
す
。�

　
美
郷
町
誕
生
後
、
町

民
す
べ
て
が
「
私
た
ち
の
町
、

美
郷
町
」
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
が
大
変
重
要
と

考
え
、
こ
れ
ま
で
旧
３
村

で
行
っ
て
き
た
行
事
を
、

１
つ
に
統
合
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
３
区

の
児
童
生
徒
同
士
の
一
体

感
の
醸
成
を
図
る
目
的
か

ら
、
小
学
生
に
よ
る
合
同

水
泳
大
会
、
中
学
生
に

よ
る
芸
能
鑑
賞
や
立
志

式
な
ど
合
同
で
実
施
し
て

い
ま
す
。�

　
更
に
、
モ
デ
ル
地
区
で
あ
る
南
郷

区
で
は
「
ひ
む
か
学
美
郷
科
」
を

新
設
し
、「
ふ
る
さ
と
美
郷
の
自
然
・

歴
史
・
産
業
等
」
を
教
材
と
し
て
、

そ
こ
で
努
力
さ
れ
て
い
る
町
民
の
皆

様
の
思
い
や
願
い
に
触
れ
、
児
童
生

徒
が
自
分
の
生
き
方
と
ふ
る
さ
と
の

将
来
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
学
習
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、「
ふ

る
さ
と
美
郷
」
を
愛
す
る
心
を
育
み
、

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、
自
分

に
自
信
と
誇
り
が
も
て
る
、
心
豊
か

な
子
ど
も
た
ち
の
養
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。�

　�○
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て�

　
近
年
、
更
に
高
ま
っ
て
き
た
町
民

の
学
習
ニ
ー
ズ
の
多
様
化･

高
度
化

に
対
応
す
る
た
め
、
学
習
情
報
の

提
供
、
内
容
の
充
実
し
た
学
習
機

会
の
確
保
、
ま
た
、
生
涯
に
わ
た

り
学
習
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
、

真
の
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。�

　
平
成
19
年
度
は
、
各
区
の
生
涯

学
習
の
拠
点
と
な
る
中
央
公
民
館

を
は
じ
め
、
社
会
教
育
関
連
施
設

を
十
分
に
活
用
し
た
学
習
情
報
や

機
会
の
提
供
と
、
そ
れ
ら
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社

会
教
育
関
係
各
種
協
議
会
の
育
成

と
強
化
、
そ
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
核
と
な
る
自
治
公
民
館
の

活
動
に
対
す
る
支
援
体
制
の
整
備

を
図
り
、
広
域
的
且
つ
、
地
域
に

応
じ
た
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
が
展
開
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
新

年
度
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
や
協
議
会

の
育
成
・
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
体
制
の
整

備
に
努
め
、
一
体
的
な
生
涯
学
習
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
ま
た
、
生
き
が
い
教
室
や
高
齢

者
学
級
、
そ
の
他
サ
ー
ク
ル
活
動
の

充
実
・
拡
充
と
、
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
活
動
の
支

援
を
行
い
、
継
続
し
て
「
青
少
年

交
流
事
業
」
や
「
子
ど
も
の
体
験

活
動
推
進
事
業
」
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
国
際
化･

情
報
化
社
会

に
も
主
体
的
に
対
応
で
き
る
学
習

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。�

　
更
に
、
本
町
の
有
す
る
素
晴
ら
し

い
自
然
や
伝
統
文
化
に
親
し
む
体

験
活
動
の
推
進
と
地
域
活
動
へ
の
参

加
促
進
に
取
り
組
み
、
家
庭･

地

域
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
、
学

習
機
会
の
提
供
と
家
庭
教
育
支
援
の

た
め
の
環
境
整
備
、
ま
た
、
関
係
団

体
等
と
連
携
し
、
子
育
て
を
支
援
す

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。�

�

○
芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て�

　
90
を
超
え
る
、
国
・
県
・
町
の

指
定
文
化
財
を
中
心
に
、
そ
の
他

町
内
の
貴
重
な
史
跡
や
文
化
財
、

文
化
活
動
の
発
掘
に
努
め
る
と
と
も

に
、
文
化
財
保
護
調
査
委
員
の
方
々

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ

れ
ら
を
更
に
適
正
に
、
保
存･

継

承
す
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
文
化
協
会
の
組
織
強
化

や
各
芸
術
・
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動

の
育
成
を
図
り
、
合
唱
祭
等
の
文

化
事
業
を
積
極
的
に
支
援
し
た
い

と
考
え
ま
す
。�

�

○
公
立
図
書
館
に
つ
い
て�

　
３
区
に
そ
れ
ぞ
れ
図
書
館
又
は

図
書
室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
平

成
19
年
度
も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
蔵
書
の
拡
充
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
新
年
度
は
図

書
館
と
図
書
室
の
連
携
に
よ
る
「
図

書
循
環
事
業
」
を
開
始
し
、
ま
た
、

高
齢
者
向
け
の
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の

運
営
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
後
も
更
に
「
読
み
聞

か
せ
グ
ル
ー
プ
」
の
育
成
と
活
動
の

支
援
を
継
続
し
、
町
民
へ
の
読
書
活

動
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。�

�

○
健
康
の
増
進
と
生
涯
学
習
ス
ポ

　
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て�

　
町
民
の
健
康
意
識
の
高
ま
り
に
乗

じ
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
生
活
化
と
更�
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な
る
活
性
化
を
図
り
、
日
常
生
活

の
中
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る
環
境
づ
く

り
と
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
町
体
育
協
会
を
中
心
に

各
種
大
会
を
計
画
し
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
連
携
と
強
化
、
そ
の
競
技

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本

計
画
」
に
沿
い
、
町
民
総
参
加
型

の
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設

立
を
目
指
し
、
研
修
会

や
町
民
ニ
ー
ズ
の
調
査
等

を
行
い
、
そ
の
核
と
な
る
、

第
３
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

を
北
郷
区
に
お
い
て
開
催

し
、
町
民
の
連
帯
感
の
醸

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

�

　�【
地
域
情
報
化
対
策

に
つ
い
て
】�

�
　
地
域
情
報
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
（
西

暦
２
０
１
１
年
）
７
月
24

日
ま
で
に
現
行
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
放
送
が
終
了
し
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
と

完
全
移
行
さ
れ
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の

対
応
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
時
期

ま
で
に
何
ら
か
の
対
策
を
と
っ
て
お

か
な
い
と
テ
レ
ビ
が
次
の
日
か
ら
見

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
う

る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。�

　
そ
の
他
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
す
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

ゼ
ロ
地
域
の
解
消
や
町
内
で
の
情
報

格
差
の
是
正
な
ど
、
美
郷
町
に
あ
っ

た
地
域
情
報
化
の
整
備
手
法
を
こ
の

２
年
間
探
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０

１
１
年
７
月
と
い
う
期
限
が
迫
っ
て

き
て
い
る
事
か
ら
、
新
年
度
に
お
い

て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
拡
張
を

核
と
す
る
「
情
報
通
信
基
盤
施
設

整
備
の
実
施
設
計
委
託
事
業
」
を

行
う
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。�

��【
地
域
交
通
対
策
に
つ
い
て
】�

�

　
地
域
交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

郷
区
の
代
替
バ
ス
路
線
の
う
ち
北
郷

区
内
の
み
運
行
の
路
線
と
南
郷
区
の

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
路
線
の
２
路
線

分
の
県
補
助
金
が
な
く
な
る
こ
と
や
、

患
者
輸
送
バ
ス
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

利
用
券
交
付
事
業
な
ど
の
交
通
に

関
す
る
施
策
が
行
な
わ
れ
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
分
析
し
て
、

無
駄
の
な
い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

た
め
総
合
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
に
お
い
て
は
、

検
討
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
「
美
郷

町
地
域
交
通
計
画
」
の
、
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。�

��【
商
工
業
の
育
成
と
観
光
の

振
興
に
つ
い
て
】�

�

　
商
工
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

内
の
３
つ
の
商
工
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
に
密
着
し
た
商
工
会
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
３
つ
の
商
工
会

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
商
工
会
合
同
商
品
券
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
新
年
度
も
実
施
し
ま
す
。�

商
工
会
運
営
補
助
に
つ
い
て
も
今
ま

で
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。�

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
観
光
客

の
体
験
型
観
光
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、「
美
郷
三
大
祭
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
更
に

充
実
し
た
美
郷
町
ら
し
い
観
光
ツ

ー
リ
ズ
ム
体
制
の
確
立
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
第
三
セ
ク
タ
ー
及
び
観
光
施
設

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
将
来
の

方
向
性
を
含
め
た
論
議
を
深
め
な

が
ら
継
続
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

ま
た
、
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
関
係
自
治
体
と
と
も
に
広

域
的
な
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
具
体

的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

��【
地
域
防
災
計
画
の
推
進
と

安
全
の
確
保
】�

�
　
本
町
は
、
中
山
間
地
域
に
位
置
し
、

地
形
が
急
峻
で
あ
る
た
め
、
災
害
の

発
生
し
や
す
い
地
理
的
条
件
下
に

あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
く
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
対
策

等
の
諸
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
本
町
唯
一
の
消
防
機

関
で
あ
る
消
防
団
機
能
の
充
実
・

強
化
に
努
め
、
防
災
力
の
向
上
を

図
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ

ム
の
統
合
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
の
支
援
を
受
け
、

計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
次
に
、
交
通
安
全
と
地
域
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
本
町
で
は
交
通

事
故
の
発
生
件
数
、
死
傷
者
と
も

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
検
挙
者
が
依
然
と
し
て
後

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連

携
の
も
と
に
交
通
安
全
施
設
の
点
検

や
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
地
域
安
全
運
動
等
の
展

開
を
通
じ
て
、
町
民
の
防
犯
意
識
の

高
揚
と
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。�

��【
公
平
負
担
で
充
実
し
た
福

祉
の
町
づ
く
り
】�

�

　
地
方
税
制
度
の
基
本
理
念
は
、

住
民
の
福
祉
向
上
や
各
種
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
負
担
を
住
民
に
求
め
る
こ

と
で
あ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
と
し

て
重
要
な
制
度
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
民
の
自
治
行
政
参
加
の
意
識
を

堅
持
す
る
上
か
ら
も
公
平
か
つ
正
確

な
課
税
と
納
税
義
務
の
履
行
は
、

税
務
行
政
の
厳
正
な
る
施
策
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
民
の
理
解
と

協
力
の
も
と
「
心
の
通
っ
た
税
務
行

政
の
推
進
」「
適
正
・
公
平
な
税
務

行
政
の
推
進
」「
効
率
的
な
税
務
行

政
の
推
進
」
を
税
務
行
政
の
三
つ
の

柱
と
し
て
推
進
す
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
は
、

適
正
課
税
と
と
も
に
適
切
な
徴
収

事
務
に
よ
っ
て
初
め
て
実
現
す
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
本
町
で

は
、
納
税
組
合
組
織
を
中
心
に
町

民
の
連
帯
的
な
納
税
意
識
の
も
と
、

各
税
と
も
県
内
で
上
位
に
位
置
す

る
収
納
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、

税
源
移
譲
が
実
施
さ
れ
た
今
日
、

更
な
る
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
す
こ

と
が
最
重
要
で
あ
り
、
口
座
振
替

制
度
の
拡
充
と
納
税
組
合
と
の
連

携
強
化
に
努
め
な
が
ら
、「
公
平
負

担
で
充
実
し
た
福
祉
の
町
づ
く
り
」

に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。�

���

【
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
】�

�

　
地
籍
調
査
事
業
の
目
的
と
し
て
、

土
地
所
有
者
の
財
産
権
の
保
護
、

災
害
復
旧
事
業
や
公
共
事
業
の
円

滑
な
実
施
、
課
税
の
公
平
化
等
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
デ
ー

タ
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
南
郷
区
を

中
心
に
調
査
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
平
成
19
年
度
に
一
筆

調
査
し
た
４
地
区
（
８
・
07�
　
）
の

地
籍
測
定
、
認
証
請
求
業
務
と
並

行
し
て
新
た
に
６
地
区
（
11
・
21�
　
）

の
一
筆
調
査
と
地
籍
測
量
業
務
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
末
に

は
累
積
面
積
が
59
・
95�
　
で
、
34

・
15
％
の
進
捗
率
に
な
る
予
定
で
す
。�

��【
国
保
病
院
・
診
療
所
の
事

業
推
進
と
運
営
に
つ
い
て
】�

�

　
国
保
病
院
及
び
診
療
所
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
い
て
の
独
立
採
算
を
目
指
し
な
が

ら
、
同
時
に
地
域
住
民
の
保
健
、

医
療
、
福
祉
を
担
う
と
い
う
政
策

医
療
機
関
の
立
場
も
あ
り
ま
す
。�

　
今
日
ま
で
一
貫
し
て
、
医
療
は
基

よ
り
、
保
健
、
福
祉
の
面
に
お
い
て

も
中
核
的
な
役
割
を
担
う
施
設
と

し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
一
方
、
経
営
面
に
お
け
る
近
年
の

状
況
は
、
相
次
ぐ
診
療
報
酬
制
度

の
見
直
し
や
、
地
方
交
付
税
の
低

減
化
と
極
め
て
厳
し
い
現
状
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
周
知
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
医
師
臨
床
研
修
制

度
の
施
行
等
に
よ
り
、
地
方
の
医
療

機
関
は
基
よ
り
、
中
核
の
医
療
機

関
に
対
し
て
も
大
学
か
ら
の
医
師
派

遣
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
医
師
確

保
の
困
難
さ
は
益
々
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
　
　
　�

　
全
国
的
な
医
師
不
足
の
現
状
と
、

医
療
保
険
財
政
の
窮
乏
等
を
背
景
に
、

国
に
お
い
て
は
「
経
済
財
政
改
革
の

基
本
方
針
２
０
０
７
」
を
踏
ま
え
、

「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
改
革
の
必
要

性
に
つ
い
て
国
は
、
①
公
立
病
院
の

役
割
は
、
地
域
に
必
要
な
医
療
の
内
、

採
算
性
等
の
面
か
ら
民
間
医
療
機

関
に
よ
る
提
供
が
困
難
な
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
。
②
地
域
に
お
い
て

真
に
必
要
な
公
立
病
院
の
持
続
可

能
な
経
営
を
目
指
し
、
経
営
を
効

率
化
す
る
こ
と
。
と
し
、
病
院
事

業
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏

ま
え
た
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

の
20
年
度
内
の
策
定
に
つ
い
て
指
示

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
現
在
、
へ
き
地
医
療
の
中
心
的
な

担
い
手
で
あ
り
ま
す
『
自
治
医
科

大
卒
医
師
』
の
県
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
も
、
余
裕
の
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
と

こ
ろ
で
地
域
の
要
請
に
応
え
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。
医
師
の
確
保

は
医
療
行
政
上
、
最
も
大
き
な
課

題
の
一
つ
で
も
あ
り
、
地
域
住
民
の

安
心
と
安
全
を
担
保
す
る
た
め
、

今
後
と
も
継
続
的
に
、
諸
々
手
を

尽
く
し
て
確
保
に
努
め
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
町
内
の
医
療

施
設
で
あ
り
ま
す
「
西

郷
病
院
」
と
「
南
郷
診

療
所
」、
更
に
、
経
営
形

態
は
異
に
し
ま
す
が
「
北

郷
診
療
所
」
は
、
現
在
、

医
療
管
理
室
を
核
と
し

た
連
携
体
制
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
重

要
な
住
民
福
祉
を
担
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
さ
ら
に
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
向

上
を
図
る
た
め
、
医
療

の
質
の
確
保
、
効
率
化
、

機
能
分
担
等
、
連
携
と

工
夫
に
よ
り
、
引
い
て

は
経
営
の
改
善
を
目
指

す
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。�

　
入
郷
に
お
い
て
、
唯
一

「
西
郷
病
院
」
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
「
人
工
透
析
」
は
、

開
始
後
６
年
目
を
迎
え
る
現
在
、

西
郷
区
５
名
、
北
郷
区
７
名
、
諸

塚
村
５
名
の
計
17
名
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
交
通
ア

ク
セ
ス
の
整
備
等
に
よ
り
、
更
に
広

域
的
な
ニ
ー
ズ
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
状
況
に
応
じ
て
対
応
で

き
る
体
制
を
順
次
整
備
す
る
計
画

で
あ
り
ま
す
。�

　
日
々
変
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に

適
時
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
医�

2㎞�
2㎞�

2㎞�

健康づくりと介護予防教室の様子�

町立病院�
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師
を
始
め
と
す
る
全
ス
タ
ッ
フ
の
継

続
的
な
研
修
機
会
の
提
供
に
努
め
、

資
質
の
向
上
と
接
遇
の
充
実
、
収

益
性
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
経

常
経
費
の
節
減
に
努
め
、
以
っ
て
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
向
上
と
経

営
の
安
定
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま

す
。
特
に
接
遇
に
つ
い
て
は
『
明
朗
、

親
切
、
丁
寧
』
の
共
通
認
識
を
図

り
『
安
心
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
医
療

環
境
づ
く
り
』
に
努
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。�

������ 

　
む
　
す
　
び�

�

　
以
上
申
し
述
べ
ま
し
た
こ
と
を
基

本
に
編
成
し
た
平
成
20
年
度
予
算

は
、
一
般
会
計
で
は
総
額
が
77
億

５
千
８
百
万
円
と
な
り
、
平
成
19

年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
予
算
総

額
で
１
億
千
３
百
万
円
、
１
・
５
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
　�

　
そ
の
内
容
は
、
歳
入
は
、
税
源
移

譲
が
実
施
さ
れ
た
町
税
を
前
年
度
の

実
績
を
踏
ま
え
２
千
６
百
86
万
円

増
の
６
億
７
百
85
万
円
、
予
算
総

額
の
７
・
８
％
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
国
庫
及
び
県
支
出
金
は
、
過
年

発
生
災
害
復
旧
費
や
市
町
村
合
併

支
援
交
付
金
を
予
定
し
た
こ
と
に

よ
り
合
計
で
13
億
８
千
３
百
61
万

７
千
円
、
対
前
年
比
２
億
３
千
百

88
万
千
円
、
20
・
１
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
　�

　
地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計

画
で
平
成
15
年
度
以
来
の
増
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
（
対
前
年
度
比
２

千
億
円
、
１
・
３
％
の
増
額
）、
本

町
に
お
い
て
は
、
公
債
費
等
の
基
準

財
政
需
要
額
や
合
併
市
町
村
へ
の
特

別
交
付
税
の
減
少
分
が
予
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
普
通
交
付
税
35
億
円
、

特
別
交
付
税
４
億
４
千
百
万
円
の

計
39
億
４
千
百
万
円
、
対
前
年
度

比
２
億
９
百
万
円
、
５
・
０
％
の
減

と
い
う
厳
し
く
当
初
予
算
額
を
見

込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
　�

　
町
債
で
は
町
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
の
範
囲
内
で
、
臨
時
財
政

対
策
債
や
負
担
軽
減
を
目
的
と
す

る
公
的
資
金
借
換
債
を
含
む
、
町

債
５
億
千
７
百
40
万
円
の
発
行
を

予
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
町
道
、
林
道

等
の
社
会
資
本
整
備
の
充
当
財
源
と

し
て
見
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
　�

　
次
に
、
歳
出
で
は
、
義
務
的
経

費
の
う
ち
人
件
費
が
０
・
４
％
の
微

減
、
医
療
福
祉
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

あ
る
扶
助
費
は
６
・
３
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
公
債
費
は
町
独
自
に

策
定
し
た
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
の
確
実
な
実
行
に
よ
り
対
前
年
度

比
９
千
百
万
円
、
４
・
７
％
の
減
と

な
り
、
着
実
に
適
正
化
が
図
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
普
通
建

設
事
業
費
は
、
公
共
投
資
縮
減
等

の
影
響
も
あ
り
、
当
初
予
算
で
は

11
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
す
。
　
そ

の
ほ
か
、
一
般
的
な
行
政
経
費
に
つ

き
ま
し
て
も
現
下
の
厳
し
い
地
方
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
行
政
改
革
大

綱
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
則
り
各
種

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
物
件

費
で
は
投
資
的
事
業
費
の
縮
減
に
よ

る
組
替
も
あ
り
21
・
１
％
の
増
に
な

り
ま
し
た
。
補
助
費
等
は
、
政
策
的
、

奨
励
的
経
費
を
従
来
ど
お
り
積
極

的
に
計
上
す
る
と
共
に
、
町
単
独
事

業
で
は
当
初
に
お
い
て
事
業
内
容
の

調
整
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

調
整
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
必
要

経
費
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
一

方
、
国
費
、
県
費
を
伴
う
補
助
事

業
費
等
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
の
事

業
採
択
後
、
速
や
か
に
予
算
措
置

を
行
う
こ
と
で
予
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。�

　
次
に
特
別
会
計
で
は
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
が
１
億
千
５
百

52
万
２
千
円
、
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
が
11
億
円
、
本
年
度

間
に
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
へ

の
制
度
変
更
と
な
る
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
が
３
億
２
千
２
百
万
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
が
１

億
８
千
７
百
58
万
４
千
円
、
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
が
２
億

３
百
46
万
２
千
円
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
が
８
億
５
千
４
百
29

万
７
千
円
、
更
に
国
民
健
康
保
険

診
療
所
事
業
特
別
会
計
が
３
億
２

千
３
百
85
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

会
計
の
収
益
的
収
入
、
支
出
に
つ
き

ま
し
て
は
、
５
億
５
百
７
万
千
円
を

予
定
し
て
お
り
、
中
で
も
医
業
収

益
は
４
億
３
千
百
18
万
６
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

９
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
36

億
９
千
８
百
91
万
円
と
な
り
、
一

般
会
計
と
合
わ
せ
、
平
成
20
年
度

の
予
算
総
額
は
１
１
４
億
５
千
６
百

91
万
円
と
な
り
ま
し
た
。�

　
以
上
、
平
成
20
年
度
の
施
政
方

針
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、「
地

方
と
都
市
の
共
生
」
が
叫
ば
れ
る
一

方
、
地
方
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依

然
と
し
て
厳
し
く
、
町
民
の
付
託
に

対
す
る
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛

感
し
て
い
ま
す
。
　�

　
今
後
と
も
町
政
発
展
の
主
役
は

町
民
で
あ
る
と
い
う
変
わ
ら
ぬ
理
念

の
下
、
町
民
と
の
対
話
と
協
調
を
続

け
な
が
ら
一
体
感
醸
成
を
図
り
、
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。�

　
町
民
の
皆
様
と
議
員
各
位
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
私
の
平
成
20
年
度
施
政
方

針
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。�

���������

平成20年度当初予算�

�

7,758,000�

115,522�

1,100,000�

322,000�

187,584�

203,462�

854,297�

505,071�

87,122�

323,852�

3,698,910�

11,456,910

�

　　区　　　　分 �

　　�

特
　
別
　
会
　
計�

一 般 会 計  �

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 �

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 �

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 �

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 �

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 �

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 �

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業 会 計 �

（ 収 益 的 収 支 ）�

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業 会 計 �

（ 資 本 的 収 支 ）�

国民健康保険診療所事業特別会計�

特 別 会 計 合 計 �

合 　 　 計  �

金額（千円）�

�

一般会計当初予算の目的別内訳  

一般会計当初予算の性質別内訳  

平成２０年度美郷町一般会計予算歳入状況  

 金額（千円） �

607,850 �

148,200 �

1,250 �

1,100 �

178 �

54,000 �

32,300 �

3,303 �

3,941,000 �

500 �

18,446 �

68,761 �

323,740 �

1,059,877 �

31,100 �

9,601 �

456,589 �

170,000 �

312,805 �

517,400 �

7,758,000 

割合（％）�

7.8 �

1.9 �

0.0 �

0.0 �

0.0 �

0.7 �

0.4 �

0.0 �

50.8 �

0.0 �

0.2 �

0.9 �

4.2 �

13.7 �

0.4 �

0.1 �

5.9 �

2.2 �

4.0 �

6.7 �

100.0 

　　　　　　款 　　　　�

町 税 �

地 方 譲 与 税 �

利 子 割 交 付 金 �

配 当 割 交 付 金 �

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 �

地 方 消 費 税 交 付 金 �

自 動 車 取 得 税 交 付 金 �

地 方 特 例 交 付 金 �

地 方 交 付 税 �

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 �

分 担 金 及 び 負 担 金 �

使 用 料 及 び 手 数 料 �

国 庫 支 出 金 �

県 支 出 金 �

財 産 収 入 �

寄 附 金 �

繰 入 金 �

繰 越 金 �

諸 収 入 �

町 　 債 �

合                                    計�

金額（千円）　�

61,807 �

1,030,341 �

626,647 �

403,840 �

1,272,644 �

163,301 �

495,411 �

146,803 �

474,961 �

445,320 �

1,851,484 �

760,441 �

25,000 �

7,758,000 

割合（％）�

0.8 �

13.3 �

8.1 �

5.2 �

16.4 �

2.1 �

6.4 �

1.9 �

6.1 �

5.7 �

23.9 �

9.8 �

0.3 �

100.0 

費 　 目�

議 会 費 �

総 務 費 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

農 林 水 産 業 費 �

商 工 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

教 育 費 �

災 害 復 旧 費 �

公 債 費 �

諸 支 出 金 �

予 備 費 �

合 　 計 �

金額（千円）　�

1,605,266 �

981,442 �

51,686 �

190,749 �

591,678 �

1,851,485 �

1,154 �

25,700 �

223,540 �

664,785 �

1,100,195 �

445,320 �

25,000 �

7,758,000 

割合（％）�

20.7 �

12.7 �

0.7 �

2.5 �

7.6 �

23.9 �

0.0 �

0.3 �

2.9 �

8.6 �

14.2 �

5.7 �

0.3 �

100.0 

費 目�

人 件 費 �

物 件 費 �

維 持 補 修 費 �

扶 助 費 �

補 助 費 等 �

公 債 費 �

積 立 金 �

投 資 及 び 出 資 金 �

貸 付 金 �

繰 出 金 �

普 通 建 設 事 業 費 �

災 害 復 旧 事 業 費 �

予 備 費 �

合 　 　 　 　 計 �

　
高
齢
者
生
活
支
援
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
（
温
泉
券
交
付
事
業
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
町
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
方
々

に
対
し
て
、
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
19
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。�

　
温
泉
券
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
よ
り
町
民
を
対
象
と
し
た

新
規
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
日
改

め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
福
祉
保
健
課
）�

�����

　
平
成
20
年
２
月
21
月
、
教

育
委
員
会
委
員
と
し
て
長
尾
勇

さ
ん(

南
郷
区
渡
川
）
が
再
任

さ
れ
、
町
長
よ
り
辞
令
交
付
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同
月
25

日
に
は
教
育
委
員
会
議
で
教
育

長
に
選
任
さ
れ
４
年
間
の
任
期

で
教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
。�

���



平成20年4月（14）�平成20年4月（15）�

��

　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
空
き
巣
、
バ
イ

ク
・
自
転
車
等
の
乗
物
盗
、
新
入
学
児
童
を
は
じ

め
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
声
か
け
事
案
等
の

事
件
・
事
故
等
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
積
極
的
な
見
守
り

活
動
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
広
報
等
の
諸
活
動
を
推
進

し
、
地
域
の
日
常
生
活
の
安
全
安
心
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
４
月
１
日（
火
）か
ら
１０
日

（
木
）ま
で
の
１０
日
間「
春
の
地
域
安
全
運
動
」を

実
施
し
ま
す
。�

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、「
地
域
の
安
全
は

地
域
で
守
る
」と
い
う
強
い
意
識
を
持
っ
て
、
積

極
的
に
地
域
安
全
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。�

�

☆
春
の
地
域
安
全
運
動
の
重
点�

　
１
．子
ど
も
の
安
全
を
守
る
活
動�

　
２
．空
き
巣
な
ど
の
侵
入
盗
の
防
止�

　
３
．二
重
ロ
ッ
ク
と
防
犯
登
録
の
推
進
に
　

　    

よ
る
自
転
車
の
盗
難
防
止�

　
４
．「
振
り
込
め
詐
欺
」な
ど
身
近
な
詐
欺
　

　    

事
件
の
被
害
防
止�

�

　「
交
通
安
全
　
ゆ
ず
る
優
し
さ
　
待
つ
ゆ
と
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
４
月
６
日（
日
）か
ら
15
日（
火
）

ま
で
の
１０
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。�

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
は
、
新
入
学
児
童

等
に
対
す
る
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と
交
通
マ
ナ
ー
の

習
慣
付
け
が
重
要
課
題
と
な
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
の
交
通
事
故
等
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」を
運
動
の
基
本

と
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
運
動
期
間
中
の
４
月
１０
日（
木
）を「
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」と
し
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
の
向
上
を
図
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
ル
ー
ル
を
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
の
発
生
を
な
く
し
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。�

　
さ
ら
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
は
、
次
の

【
重
点
項
目
】を
設
定
し
て
い
ま
す
。�

�

　
１
．全
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
　 

 

　
　 

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底�

　
２
．自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進�

　
３
．飲
酒
運
転
の
根
絶�

�

　
平
成
１９
年
も
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
等

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、「
子

ど
も
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
運
転
」「
子
ど
も
や
高

齢
者
を
思
い
や
る
運
転
」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

��

　
美
郷
町
文
化
財
保
護
調
査
委
員
会
で
は
、
今
月
の
町

報
か
ら
、
国
・
県
、
そ
し
て
町
指
定
の
文
化
財(

90
件)

を

紹
介
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
先
人
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
、
町
内
の
素
晴
ら
し
い
文
化
財
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
そ
の
保
存
・
継
承
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。�

　
寛
文
元
年(

１
６
６
１)

に
建
立
さ
れ
た
神
門
神
社
本
殿

は
、
そ
の
優
れ
た
建
築
技
法
に
よ
り
、
極
め
て
優
れ
た
も

の
と
さ
れ
、
ま
た
、
現
存
す
る
県
内
の
築
年
代
の
確
か
な

も
の
の
中
、
第
３
番
目
に
古
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�
 

　�

　
九
州
中
央
山
地
国
定

公
園
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群

生
地
と
し
て
知
ら
れ
る

扇
山（
１
，６
６
１
ｍ
）は
、

昭
和
５
４
年
の
宮
崎
国
体

山
岳
競
技
の
会
場
と
し

て
使
用
さ
れ
て
以
来
、
白

岩
山
を
結
ぶ
縦
走
コ
ー

ス
と
し
て
、
県
内
外
の
登

山
愛
好
者
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。�

　
山
開
き
の
頃
に
見
頃

を
迎
え
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

林
を
抜
け
る
と
山
頂
で
す
。
頂
上
か
ら
は
久
住
山
、
由
布

岳
、
祖
母
〜
傾
連
山
、
大
崩
山
、
阿
蘇
山
な
ど
九
州
の
高
山

は
ほ
と
ん
ど
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

新
緑
と
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
が
織
り
な
す
癒
し
の
風
景
を
楽
し

み
な
が
ら
、
登
山
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

�

　
と
　
　
き
：
平
成
２０
年
５
月
１１
日（
日
曜
日
）�

　
と 

こ 

ろ
：
扇
山
松
木
側
登
山
道
入
り
口�

　
内
　
　
容
：
受
付
　
午
前
９
時
３０
分
〜�

　
登
山
開
始
：
午
前
１０
時
３０
分
〜�

　
山 

頂 

祭
：
正
午(

記
念
品
贈
呈
・
宝
探
し)�

　
解
　
　
散
：
午
後
３
時�

�【
問
い
合
わ
せ
先
】　
椎
葉
村
観
光
協
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
０
９
８
２ -  

６７ -  

３
１
３
９�

�

１
　
日
時
・
場
所�

　
平
成
20
年
５
月
３
日（
土
）�

　
午
前
11
時
か
ら
約
１
時
間
程
度�

　
日
向
警
察
署
講
堂�

�

２
　
説
明
会
内
容�

　
○ 

警
察
の
組
織
概
要
及
び
業
務
内
容�

　
○ 

警
察
学
校
で
の
授
業
内
容
及
び
寮
生
活�

　
○ 

採
用
試
験
内
容�

　
○ 

個
別
の
質
疑
応
答
、
相
談�

�

３
　
参
加
対
象
者�

　
⑴
　
警
察
官
A
受
験
資
格
者（
男
・
女
）（
大
卒
程
度
）�

　
　
　
平
成
21
年
３
月
末
日
ま
で
に
大
学（
短
大
を
除
く
）

　
　
　
を
卒
業
若
し
く
は
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
昭
和
54��

　
　
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方�

�

　
⑵
　
警
察
官
B
受
験
資
格
者（
男
・
女
）（
短
大
・
高
卒
程
度
）�

　
　
　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま

　
　
　
で
に
生
ま
れ
た
方�

　
　
　（
警
察
官
A
の
受
験
資
格
を
有
す
る
方
を
除
く
）�

�

　
⑶
　
高
校
・
大
学
に
在
学
中
の
方�

　
　
　
試
験
資
格
の
有
無
に
限
ら
ず
、
在
学
中
の
方
は
参

　
　
　
加
で
き
ま
す
。�

�

　
⑷
　
上
記
の
保
護
者
の
方�

　
　
　
保
護
者
の
み
の
参
加
も
自
由
で
す
。�

� 

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
日
向
警
察
署
警
務
課
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
０
９
８
２ -  

53 -  

０
１
１
０�

�　わが国では、「未成年者飲酒禁止法」により、20歳未満の者の飲酒は禁止されています。成長過程にある未成年
者の飲酒は、単に、法律により禁止されているだけではなく、次のような大変なリスクを伴うと言われています。�
�
未成年者がお酒を飲むと･･･�

　・ 脳の機能を低下させる恐れがあります。�

　・ 肝臓などの臓器に障害をおこしやすくなります。�

　・ 性ホルモンに影響が出る恐れがあります。�

　・ アルコール依存症になりやすくなります。�
�
　しかし、近年では、子供たちの生活にお酒が入ってきています。未成年者の飲
酒を防止するために、家庭や地域において、「未成年者が、なぜお酒を飲んでは
いけないのか。」をしっかりと説明し、飲酒をさせないよう注意していきましょう。�
　また、私たち大人も、20歳以上だからといって、いくらでも飲んでもいいというものでもありません。お酒に強い人、
弱い人、色々います。お酒の強要をすることはいけませんし、毎日大量の飲酒をしていては体を壊してしまいます。
1週間に1～2日は休肝日を設け、楽しくお酒と付き合っていきましょう。�
�



平成20年４月（16）�平成20年４月（17）�

【
最
優
秀
賞
】�

�

　『
３
食
に
　
野
菜
を
加
え
る
　
ひ
と
手
間
を
』�

　
　
　
　
南
郷
区
　
南
郷
中
１
年
　
久
米
田
　
美
咲
さ
ん
　
　�

　
　�

【
優 

秀 

賞
】�
�

　『
ガ
ラ
ガ
ラ
ペ
　
ば
い
き
ん
さ
ん
は
　
さ
よ
う
な
ら
』�

西
郷
区
　
小
八
重
小
２
年
　
青
山
　
美
波
さ
ん
　
　�

�

　『
朝
ご
は
ん
　
脳
を
動
か
す
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
』�

　
　
北
郷
区
　
北
郷
小
６
年
　
黒
木
　
玲
映
菜
さ
ん
　
　�

�

　『
笑
い
あ
り
　
明
る
い
食
卓
　
お
い
し
い
ご
は
ん
』�

南
郷
区
　
南
郷
中
３
年
　
藤
本
　
李
奈
さ
ん
　
　
　�

　
　�

【
入
　
　
賞
】�

�

　『
食
べ
て
運
動
　
笑
っ
て
け
ん
こ
う
　
元
気
な
体
』�

南
郷
区
　
神
門
小
３
年
　
堀
内
　
慎
吾
さ
ん
　
　
　�

�

　『
健
康
な
　
心
と
体
は
　
私
の
宝
物
』�

北
郷
区
　
北
郷
中
３
年
　
石
田
　
す
み
れ
さ
ん
　
　��

　
２
月
の
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
に
伴
い
健
康
標
語
の
募
集
を
し
た

と
こ
ろ
、
今
年
は
昨
年
よ
り
も
多
い
３
３
０
名
（
西
郷
89
名
、
南
郷

１
６
３
名
、
北
郷
78
名
）
の
方
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
次
の
方
々
の
健
康
標
語
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
応
募
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

　
基
礎
ね
ん
き
ん
番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
約
５
，０
０
０
万

件
の
記
録
に
つ
い
て
、
平
成
１９
年
１１
月
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
名
寄
せ
作
業
を
開
始
し
、
そ
の
結
果
、
皆
様
の
基
礎
年
金
番

号
の
記
録
と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
が
出
て
き
た
方
に
、

１２
月
か
ら
平
成
２０
年
３
月
ま
で
の
間
に
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
順
次
お
送
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。�

そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
皆
様
の
方
に
も
、
順
次「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
下
さ
い
。�

�

●
年
金
受
給
者
の
方
々
へ
は
、平
成
２０
年
４
月
か
ら
５
月
ま
で

　
の
間
に
。�

�

●
現
役
加
入
者
の
方
々
へ
は
、６
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
間
に
。�

���������

　
以
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。�

��

　
国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
す
べ
て
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。�

　
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受

け
取
れ
る
年
金
額
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
受
け
取
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
役
場
へ

自
分
で
届
出
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
届
出
は
忘
れ
ず
に
行

い
ま
し
ょ
う
。�

�

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き
　�

　
農
業
、
自
営
業
、
学
生
、
勤
め

て
い
て
も
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
方
が
、
20
歳
に

な
っ
た
と
き
。�

�

○
会
社
を
退
職
し
た
と
き�

　
60
歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な

ど
を
退
職
し
た
と
き
、
ま
た
は
、

勤
め
を
辞
め
て
国
民
年
金
被
保

険
者
の
配
偶
者
と
な
っ
た
と
き
。�

�

○
収
入
が
増
え
、被
扶
養
配
偶

　
者
で
な
く
な
っ
た
と
き�

　
収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶

者
で
な
く
な
っ
た
と
き（
パ
ー
ト

収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
と
な

っ
た
と
き
）。�

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き�

　
配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員

や
公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶

者
で
な
く
な
っ
た
と
き
。�

�

　
な
お
、
会
社
や
役
所
、
学
校

な
ど
に
勤
め
て
い
る
方
と
そ
の

被
扶
養
配
偶
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

勤
務
先
で
手
続
き
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
自
分
で
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

制
度
に
つ
い
て�

�

　
国
民
年
金
で
は
、納
付
が
困

難
な
方
に
対
し
て
保
険
料
の
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。免
除
の

種
類
は「
法
定
免
除
」と「
申
請

免
除
」の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
に
は
全
額
、４
分
の
３
、

半
額
、
４
分
の
１
免
除
が
あ
り

ま
す
。�

　
ま
た
、
学
生
に
つ
い
て
は
そ
の

期
間
中
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
学
生
で
な
い
20

歳
代
の
方
に
は
、
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
る「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。�

　
い
ず
れ
の
制
度
も
該
当
届
も

し
く
は
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。�

�

○
法
定
免
除�

・ 

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

　
や
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

　
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。�

�

・ 

法
定
免
除
を
受
け
た
期
間
に

　
つ
い
て
、
将
来
障
害
等
が
回

　
復
し
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け

　
ら
れ
た
場
合
、
老
齢
基
礎
年

　
金
の
額
を
計
算
す
る
際
に
納

　
付
し
た
と
き
の
３
分
の
１
に

　
な
り
ま
す
。�

�

○
申
請
免
除�

・ 

全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、
４

　
分
の
１
免
除
が
あ
り
ま
す
。�

�

・ 

学
生
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。�

�

・ 

申
請
者
本
人
の
ほ
か
・
配
偶
者
・

　
世
帯
主
の
方
の
い
ず
れ
も
前

　
年
度
所
得
が
基
準
を
超
え
な

　
い
こ
と
。�

�

・ 

失
業
や
震
災
・
風
水
害
・
火
災

　
に
よ
る
特
例
認
定
が
あ
り
ま
す
。�

�

・ 

老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
算
定

　
す
る
際
に
免
除
さ
れ
た
期
間

　
に
つ
い
て
減
額
と
な
り
ま
す
。�

�

・ 

継
続
申
請
し
て
い
る
方
で
全

　
額
免
除（
特
例
認
定
を
除
く
）

　
に
な
っ
て
い
る
方
以
外
は
、
毎

　
年
申
請
が
必
要
で
す
。�

�

○
学
生
納
付
特
例
制
度�

・ 

在
学
す
る
２
０
歳
以
上
の
学

　
生
等
で
本
人
の
前
年
の
所
得

　
が
一
定
額
以
下
の
方
で
す
。�

�

・ 

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。�

�

・ 

被
保
険
者
の
所
得
だ
け
を
審

　
査
し
ま
す
。�

�

・ 

受
給
資
格
期
間
に
は
な
り
ま

　
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

　
れ
ま
せ
ん
。�

�

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度�

・ 

他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
の

　
少
な
い
若
年
層（
20
歳
代
）の

　
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。�

�

・ 

世
帯
主
の
所
得
を
除
き
、
本

　
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み
で

　
判
定
し
ま
す
。�

�

・ 

若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た

　
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納

　
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
受
け

　
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り

　
ま
す
。�

�

　
以
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。�

�

延
岡
社
会
保
険
事
務
所�

　
1
０
９
８
２ - 
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５
４
２
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　�

�

宮崎県の最低賃金が昨年改定されています。又、一部の特定の業種に
ついては、個別に定められていますのでご注意下さい。�

※宮崎県最低賃金は、業種等に関
係なく、また、パートタイマー、アル
バイトを含む全ての労働者に適用
されます。�
�

保健センター開放日（10時～）�

母子相談（13時30分～　南郷保健センター）�

保健センター開放日（10時～）�

乳児健診（12時45分～　西郷健康管理センター）�

麻しん・風しん混合予防接種（14時～　西郷健康管理センター）�

ＢＣＧ予防接種（14時～　西郷健康管理センター）�

うりぼうの広場（１０時～１２時　北郷保健センター）�

ぷちMAMAさーくる(１０時～　北郷保健センター）�

日�

2日（水）�
�10日（木）�
�16日（水）�
�

11日（金）�
�16日（水）�
�24日（木）�
�

3日（木）�
�

17日（木）�
�

内　　　　容�

南
郷
区�

西
郷
区�

北
郷
区�

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
延
岡
社
会
保
険
事
務
所�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
０
９
８
２ -  
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　「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
よ
る
ご
本
人
様
の
ご
確
認
及
び

お
手
続
き
を
経
て
、
は
じ
め
て
記
録
が
結
び
つ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
き
ま
し

た「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
よ
り
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
に

記
載
も
れ
や
誤
り
が
な
い
か
を
ご
確
認
の
上
、
必
ず
お
手

続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�

宮崎県最低賃金※�

�

６１９円� Ｈ１９.１０.２７�

業種� 改正後の時間額�

�

発効日�

肉製品、乳製品、製造業�

電気機械器具等製造業�

各種商品小売業�

自動車（新車）小売業�

�

６４７円�

６７７円�

６６０円�

６８９円�

�

Ｈ１９.１２.２９�

Ｈ１９.１２.２９�

Ｈ１９.１２.２６�

Ｈ１９.１２.１５�

�

業種� 改正後の時間額�

�

発効日�



平成20年４月（18）�平成20年４月（19）�

�

�

　
た
今
回
で11

回
目
を
数
え
る「
ロ

ー
ド
レ
ー
スin

百
済
の
里
」が3

月
２
日（
日
）南
郷
区
神
門
の
南

郷
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
大
会
も
引
き
続
き
Ｒ
Ｃ
チ
ッ

プ（
自
動
記
録
計
測
）を
導
入
、

ラ
ン
ナ
ー
一
人
一
人
が
チ
ッ
プ
を

身
に
付
け
る
事
に
よ
り
、
正
確
な

計
測
と
素
早
い
記
録
集
計
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。�

　
当
日
は
春
の
兆
し
の
見
え
る

穏
や
か
天
気
と
な
り
、
遠
く
は

　
遠
く
は
青
森
県
・
茨
城
県
・
埼

玉
県
、
上
は
79
歳
ま
で
の
ラ
ン
ナ

ー
６
７
２
名
が
参
加
、
暖
か
な
日

差
し
の
百
済
路
で
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。�

　
レ
ー
ス
は
２
Ｋ
・
３
Ｋ
・
５
Ｋ
・

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
の
10
部
門
、

年
齢
別
36
種
目
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
、
記
録
を
狙
う
ラ
ン
ナ
ー
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
走

る
ラ
ン
ナ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
熱
の
こ

も
っ
た
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。�

　
レ
ー
ス
終
了
後
は
手
作
り
の

お
に
ぎ
り
と
う
ど
ん
の
昼
食
、
そ

し
て
南
郷
名
物「
と
り
汁
」の
振

る
舞
い
に
ラ
ン
ナ
ー
は
も
と
よ
り
、

応
援
の
皆
さ
ん
も
ご
満
悦
の
よ

う
で
し
た
。�

　
さ
ら
に
、
閉
会
式
終
了
後
の「
特

別
抽
選
会
」、
韓
国
往
復
航
空
券
・

沖
縄
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン
・
旅
行
券
・

南
郷
温
泉
半
年
フ
リ
ー

パ
ス
券
・
折
り
た
た
み

自
転
車
な
ど
が
あ
た
る

こ
の
抽
選
に
一
喜
一
憂
、

最
後
ま
で
楽
し
ん
で
南

郷
を
あ
と
に
し
た
ラ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ん
で
し
た
。�

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
給
水
・

沿
道
の
旗
立
て
等
で
ご

協
力
頂
い
た
各
自
治
公
民
館
の

皆
さ
ん
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
競
技
役
員
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
沿
道
に
て
声
援
を
送
っ

て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

��

着順�

1�

7�

13

タイム　   �

新記録  0:07:48�

  0:08:31�

  0:09:10

氏　　　名�

下田　　航�

森川　達博�

中嶋　響士�

学年�

3�

3�

2

住　所�

日向市�

西郷区�

南郷区�

小学生低学年男子２Ｋｍ（総合）     

着順�

1�

8�

16

タイム　   �

 新記録  0:07:11�

  0:07:46�

  0:08:03

氏　　　名�

林田　尚樹�

菊池　　塁�

新坂　祐人�

学年�

6�

6�

5

住　所�

日向市�

南郷区�

南郷区�

小学生高学年男子２Ｋｍ（総合）          

着順�

1�

2�

3

タイム　   �

   0:09:48�

  0:10:03�

  0:10:41

氏　　　名�

沼口　雅彦�

黒木　大輔�

瓶田　恭司�

学年�

3�

3�

1

住　所�

宮崎市�

西郷区�

南郷区�

中学生男子３Ｋｍ（総合）         

着順�

1�

14�

18

タイム　   �

  0:16:57�

  0:20:41�

  0:21:01

氏　　　名�

黒木　八郎 �

古川　末弘 �

新坂　靖典 �

住　所�

延岡市�

南郷区�

南郷区�

一般男子５Ｋｍ（総合）          

着順�

1�

12�

19

タイム　   �

 1:17:18�

 1:31:16�

 1:35:56

氏　　　名�

黒木　良太 �

黒木　豪志 �

日高　　 淳 �

住　所�

宮崎市�

南郷区�

北郷区�

一般男子ハーフマラソン（総合）          

着順�

1�

6�

12

タイム　   �

 新記録  0:07:54�

  0:09:06�

  0:09:25

氏　　　名�

谷川　美侑�

新坂なつき�

藤本　海月�

学年�

3�

3�

2

住　所�

延岡市�

南郷区�

西郷区�

小学生低学年女子２Ｋｍ（総合）          

着順�

1�

21�

31

タイム　   �

  0:07:39�

  0:08:49�

  0:09:13

氏　　　名�

石原真裕子�

松下　沙希�

黒田　かな�

学年�

4�

6�

4

住　所�

延岡市�

南郷区�

南郷区�

小学生高学年女子２Ｋｍ（総合）          

着順�

1�

3�

4

タイム　   �

  0:13:24�

  0:15:15�

  0:15:33

氏　　　名�

黒木　彩�

木原ひまわり�

二宮ゆかり�

学年�

1�

1�

2

住　所�

日向市�

南郷区�

南郷区�

中学生女子３Ｋｍ（総合）         

着順�

1�

2�

4

タイム　   �

  0:20:13�

  0:20:59�

  0:22:16

氏　　　名�

小竹由利子 �

長友　紀子 �

菊池　　彩 �

住　所�

南郷区�

南郷区�

南郷区�

一般女子５Ｋｍ（総合）          

着順�

1�

8�

13

タイム　   �

   1:31:02�

 1:56:14�

 2:13:42

氏　　　名�

瀬之口かな �

長友　　香 �

甲斐　博子 �

住　所�

門川町�

南郷区�

南郷区�

一般女子ハーフマラソン（総合）          

　２月１７日（日）水清谷地区のふるさと再生委員会の主
催で「梅まつり」が開催されました。今年で３回目を数え
るこの催しは、水清谷ふるさとオートキャンプ場発着で標
高約６００mのかいごん塔梅園折返しのコースをウォーク
ラリー方式で行われ、途中でクイズを解いたり、俳句を読
んだりと、参加者は一足早い春の訪れを満喫していました。
参加者には、折返し地点では焼肉が、ゴールの後は大鍋
の豚汁が振舞われまし
た。昼食後は、お楽しみ
抽選会があり地元特産
品の梅加工品や野菜な
どがあたると大喜びの
参加者で賑わいました。�

　2月21日、渡川小学校に「本と遊ぼう　全国訪問
お話し隊」のキャラバンカーが来ました。キャラバン
カーが、ミニ図書館に変身し、読書をさせてもらった
り、隊長さんから紙芝居をしてもらったりしました。6
年の大平空翔（おおひらつばさ）君は「キャラバンカ
ーの中は広くてきれいに本が飾られていて、作家の
サインも壁に書
いてあったので、
本を読んでみた
いなあという気
持ちになりまし
た。」と感想を述
べていました。�

　６月から開講し、月２回行われた韓国語講座が、２
月に修了を迎えました。�
今年度は、２２名が修了することが出来ました。国際
交流員の林美愛（イムミエ）さんが、ユニークな講義
をして皆さんを楽しませてくれました。韓国料理実
習では、チヂミとスジョンカ作りに皆さんで挑戦しま
した。�
　来年度も６月に開講しますので、西郷区・北郷区
の 皆 さ
んも 楽
しく韓国
の 事を
学 びま
せんか。�
�

　3月6日、南郷保健センター
にて、高校生になっても健康
的な生活が送れるようにとい
う目的から「ヘルスサポータ
ー21事業」を実施しました。
当日は、食育について話を
聞き、調理実習でエスニック
チキンなどを皆で作って食べました。その後、村口裕美先生（桜
助産院助産師）より性についての講話があり、「私たちは、生
まれてくるときは、お母さんだけでなく、赤ちゃんも痛いし苦し
いんですよ。生か死かのハードルを乗り越えて生まれてきた
んだから、何かにつまずいた時は、そのことを思い出してくだ
さい。」とメッセージを下さいました。今日のことを心に留めて
自分の目標に向かって頑張って下さい。�
�

　
神
門
山
草
に
於
い
て
、
宮
崎
県
企
業
局

主
催
の
植
樹
祭
が
、
地
元
小
学
生
ら
約
１

５
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
山
桜
、
イ

チ
ョ
ウ
、
モ
ミ
ジ
の
苗
木
６
０
０
本
を
植
栽

し
ま
し
た
。�

　
植
栽
は
、
県
営
渡
川
ダ
ム
上
流
の
山
林

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
０
０
本
の
苗
木
を

丁
寧
に
植
栽
し
、
植
栽
後
は
地
元
婦
人
会

が
作
っ
た
し
し
汁
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
県
営
ダ
ム
発
電
所
の
あ
る
上

流
域
の
山
林
を
20
年
間
で
約
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
買
収
予
定
。

60
年
か
け
て
水

源
涵
養
能
力
の

高
い
森
林
に
整

備
す
る
計
画
で

す
。
温
暖
化
問

題
を
地
球
規

模
で
考
え
る
と

気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
話
で
す

が
、
こ
の
よ
う

な
地
道
な
活

動
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
る

１
日
と
な
り
ま

し
た
。�

�
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�

�

　
春
の
芸
術
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
３
月
９

日（
日
）に
第
14
回
さ
わ
や
か
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
西
郷

文
化
協
会「
お
さ
ら
い
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た�

　
午
前
中
に
開
催
さ
れ
た
さ
わ
や
か
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
に
12
チ
ー
ム
60
名
、
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
の
部
に
４
チ
ー
ム
20
名
の
参
加
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
競
技
に
お
い
て
大
変
盛
り
上
が
り
の
あ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。�

　
午
後
に
行
わ
れ
た
西
郷
文
化
協
会「
お
さ
ら
い
会
」で
は
、

今
年
一
年
間
の
活
動
を
締
め
く
く
る
意
味
で
出
演
者
全
員
、

熱
の
こ
も
っ
た
発
表
が
披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら
沢
山
の
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
今
後
と
も
本
町
の
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
ご
尽

力
賜
り
ま
す
と
共
に
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。�

�

�

　
農
家
も
集
落
も
み
ん
な
が
良
く
な
る
農
業
を
進
め

る
た
め
に
、
沖
の
ソ
ネ
集
落
営
農
組
合
の
設
立
総
会
が

３
月
６
日（
木
）に
南
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所

長
を
は
じ
め
多
数
の
御
来
賓
に
御
臨
席
賜
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
設
立
総
会
で
は
、
富
井
裕
瑞
組
合
長
が「『
皆
で
、
ど

げ
ん
か
し
ゅ
や
！
沖
の
ソ
ネ
集
落
営
農
』を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
和
田
沖
の
ソ
ネ
の
農
業
振
興
を
図
り
た
い
」と
挨

拶
し
、
そ
の
後
組
合
規
約
、
事
業
計
画
、
予
算
等
が
提

案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
、
設
立
が
成
立
し
ま
し

た
。�

　
西
郷
区
に
お
い
て
は
、
中
区
の「
な
か
よ
く
営
農
組

合
」に
次
い
で
２
地

区
目
の
営
農
組
合
の

誕
生
と
な
り
、
当
組

合
に
お
い
て
は
、
水

稲
の
作
業
受
委
託

を
中
心
に
取
り
組
み
、

将
来
的
に
は
堆
肥
の

散
布
・
機
械
の
共
同

利
用
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。�

　
今
後
、
地
域
の
担

い
手
不
足
・
高
齢
化

に
よ
る
離
農
者
の
増

加
等
が
見
込
ま
れ

る
中
、
当
営
農
組
合

へ
の
需
要
が
益
々
高

ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。�

　�　
　
　�

��

　
西
郷
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
第
62
回
西
郷
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
２
月
25
日
か
ら
29
日
の
間
、

西
郷
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。�

　
寒
い
時
期
で
の
大
会
で
し
た
が
、
男
子
の
部
に
７

チ
ー
ム
、
女
子
の
部
に
６
チ
ー
ム
参
加
が
あ
り
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
の
成
績
に
つ
い
て
は
、
男
子
の
部
は
、
チ
ー

ム
バ
レ
ー
ボ
ー

イ
ズ
が
、
予
選
か

ら
の
熱
戦
を
制

し
初
優
勝
し
ま

し
た
。
ま
た
、
女

子
の
部
は
、
前
大

会
優
勝
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ｏ
が
本
大

会
も
見
事
な
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を

発
揮
し
優
勝
。
二

連
覇
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
で

本
年
度
の
す
べ
て

の
大
会
が
終
了

し
ま
し
た
。
本
年

度
も
愛
好
者
の

方
と
楽
し
く
競

技
を
行
い
、
交
流

を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。�

�
�

　
郷
土
が
生
ん
だ
誇
る
べ
き
歌
人
、
小
野
葉
桜
の

そ
の
生
涯
と
作
品
を
、
広
く
永
く
顕
彰
し
、
地
域
文

化
発
展
の
推
進
力
に
し
よ
う
と
昭
和
63
年
２
月
に

「
葉
桜
顕
彰
会
」が
設
立
さ
れ
、
本
年
度
20
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
、
町
報
今
月
号
よ
り
、
葉
桜
の
短
歌
を
ご

紹
介
し
ま
す
。�

�「
悲
し
き
矛
盾
」か
ら
　
　
　
　
　
　
蕨
野
　
育�

�

　
赤
い
火
が
二
人
の
間
に
燃
え
て
居
り�

　
　
　
　
　
　   

舟
間
の
磯
の
昼
の
さ
び
し
さ�

�(

解
説)�

　
危
篤
の
報
に
帰
郷
し
た
若
山
牧
水
は
、
父 

立
蔵

の
死
の
の
ち
、
長
男
ゆ
え
の
務
め
と
郷
里
坪
谷
に
留

ま
る
よ
う
家
族
親
族
か
ら
責
め
ら
れ
て
い
た
。
大
正

元
年
12
月
13
日
、
逃
げ
る
よ
う
に
美
々
津
の
葉
桜

を
訪
う
。
数
日
後
に
父
の
35
日
法
要
を
ひ
か
え
て

旧
交
を
あ
た
た
め
る
。�

　
葉
桜
も
ま
た
、
事
故
に
よ
る
病
が
癒
え
て
美
々

津
役
場
に
職
を
得
た
と
は
い
え
思
う
よ
う
に
家
族

を
養
え
な
い
。
己
の
不
甲
斐
な
さ
に
孤
独
の
心
を
深

め
て
い
た
。�

　
揚
歌
の
前
後
に
次
の
３
首
が
置
か
れ
て
い
る
。�

�

　
流
木
を
寄
せ
舟
間
の
磯
に
火
を
焚
き
て�

　
　
　
　
　
　
あ
わ
び
の
貝
を
む
さ
ぼ
り
食
ふ
も�

�

　
肉
厚
き
鮑
の
貝
を
食
ひ
を
は
り�

　
　
　
　
　
　
気
味
わ
る
く
な
り
て
友
と
笑
へ
り�

�

　
あ
そ
び
疲
れ
磯
に
火
を
焚
き
蜜
柑
な
ど�

む
き
て
さ
び
し
く
海
に
向
へ
り    �

�

　
浜
に
引
き
あ
げ
ら
れ
た
舟
と
舟
と
の
間
に
、
冬
の

寒
風
を
さ
け
て
燃
や
す
焚
火
を
は
さ
ん
で
、
腰
を

す
え
、
言
葉
少
な
く
海
を
眺
め
る
葉
桜
と
牧
水
が

い
る
。�

　３月１日（土）ニューホープセンターにおいて福岡
市のマリンワールド海の中道による移動水族館教
室が開催されました。�
　どき・土器探検隊の隊員たちも、会場内に設置さ
れた水槽で、日頃から触れる事の少ないサメやヒト
デなどを触っては、歓声を上げていました。�
　また、マリンワールドの高田水族館長からは、海

の生き物のひ
みつや水族
館での魚の様
子など貴重な
話を聞く事が
でき、海の生
き物について
色々な事を学
習しました。�
�

　３月８日から９日にかけ、グリーンツーリズム事業・体験ツア
ー「御田祭の里体験物語　春の章」が開催されました。�
　この事業は、本町に宿泊滞在しながら、作業体験などを通
じて、中山間地域の大切さや魅力を再発見し、都市住民との
交流を深めることを目的に行われたもので、宮崎市などから
32人が参加しました。�
  初日の８日は、きんかん収穫やそば打ち、椎茸コマ打ちを体
験しました。�
　また、おせりの滝の散
策や民話伝承館で民話に
もふれていただきました。�
　２日目は、「美郷町ふれ
あい植樹祭」に参加し町
民と一緒に広葉樹の植樹
を行いました。�
　参加者は、２日間にわ
たり、それぞれに美郷の
春を楽しまれました。�
　�
�

女子の部　ＭＩＳＡＴＯ�男子の部　バレーボーイズ�

　
西
郷
区
で
は
、
平
成
20
年
２

月
24
日
に
小
原
集
会
セ
ン
タ
ー

に
立
石
区（
37
戸
）と
小
原
区（

39
戸
）の
住
民
が
集
ま
り
、
合
同

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
自
ら

の
力
で
新
し
く
合
併
再
編
さ
れ
、

「
坂
本
区（
76
戸
）」が
誕
生
し
ま

し
た
。�

　
立
石
区
と
小
原
区
は
18
年
度

か
ら
区
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
65
歳
以
上
が
43
・
１
％
を

占
め
、
高
齢
・
過
疎
化
が
進
み
、

区
役
員
の
選
出
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
態
で
、
半
数
以
上
が
、「
合

併
が
必
要
」と
言
う
結
果
が
出
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
区
の

名
称
は
、
旧
坂
本
小
学
校
を
共

通
の
学
び
舎
と
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、「
坂
本
区
」

と
す
る
回
答
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。�

　
合
同
総
会
で
は
、
両

区
か
ら
選
出
さ
れ
た
21

名
の
役
員
で
こ
れ
ま
で

検
討
、
協
議
し
て
き
た
こ

と
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
の
臨
時

総
会
を
経
て
、
新
し
い「
坂

本
区
」の
公
民
館
規
約
や

活
動
計
画
、
予
算
書（
案
）

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。�

　
続
い
て
、
役
員
の
選
出

が
協
議
さ
れ
、
選
考
委
員
会
が

推
薦
し
た
松
浦
松
二
さ
ん（
小

原
区
）が
満
場
一
致
で
初
代
区
長

に
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
総
会
後
に
は
、
林
田
町
長
・
織

田
副
町
長
・
長
尾
教
育
長
の
立

会
い
の
も
と
、
林
田
町
長
と
黒
木

健
一
立
石
区
長
と
笹
井
義
文
小

原
区
長
が
、
合
併
調
印
書
に
署

名
し
、
両
区
の
住
民
に
披
露
さ
れ

ま
し
た
。�

　
20
年
度
か
ら
は
自
治
公
民
館

活
動
も
一
体
化
し
た「
坂
本
区
」

と
し
て
、
様
々
な
行
事
が
活
発
に

取
り
組
ま
れ
、
新
し
い
歴
史
を
刻

ん
で
行
く
事
に
な
り
ま
す
。�

���

しいたけコマ打ち�

生き物プール�

さわやかニュースポーツ　グラウンドゴルフ�さわやかニュースポーツ　グラウンドゴルフ�

おさらい会　葉桜権現太鼓�おさらい会　葉桜権現太鼓�

初代松浦坂本区長とがっちり手を組む町長と両区長�

きんかん収穫�きんかん収穫�イルカのはく製�イルカのはく製�



平成20年４月（22）�平成20年４月（23）�

　
２
月
17
日
、
長
野
薬
師
相
撲
大
会（
主
催

長
谷
野
公
民
館
長
友
敏
明
館
長
）が
行
わ
れ

ま
し
た
。�

　
当
日
は
冷
た
い
風
が
吹
く
一
日
で
し
た
が
、

町
内
外
か
ら
約
３
０
０
名
の
方
が
参
拝
と
相

撲
観
戦
に
来
ら
れ
ま
し
た
。�

　
午
後
か
ら
は
昨
年
生
ま
れ
た
子
ど
も
た

ち
６
名
が
力
士
や
父
親
に
抱
え
ら
れ
、
健
康

を
願
う
土
俵
入
り
を
し
、
そ
の
姿
を
保
護
者

ら
は
う
れ
し
そ
う
に
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
は
、一
般
力
士
の
取
組
み
が
行
わ

れ
、
中
学
生
力
士
や
地
元
の
力
士
た
ち
が
ぶ

つ
か
り
合
い
な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。�

　
ま
た
、
会
場
で
は
し
し
汁
や
ぜ
ん
ざ
い
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
観
戦
で
冷
え
た
体
を
温

め
な
が
ら
、
力
士
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。�

�
�

　２月１５日、北郷保健センターで平成１９年度金婚式が執り行われました。�
　美郷町社会福祉協議会北郷事業所（林田　敦会長）が主催するこの金婚式、結婚生活を営む北郷区の
夫婦で昭和３２年４月１日から昭和３３年３月３１日までに結婚された１１組が対象となり、当日は６組の夫婦が
出席されました。�
　協議会の会長でもある林田町長からは「いろいろなご苦労があったかと思いますが、これからも夫婦仲良
くお互いに思いやりもって楽しく過ごしてください。」とあいさつがありました。�
　記念品贈呈ではお２人の写真入りの額と北郷区特産のスイートピーが会長より手渡され、金婚者は少し
照れくさそうにしながらも、うれしそうに受け取っていました。�
�

　２月２６日、北郷総合林業センターで平成１９年第５
回北郷区高齢者学級の閉級式が行われました。�
　高齢者学級では日々、人生を豊かに生きるために様々
なことに挑戦しており、第５回目となる今回、平成１９
年度最後の開催となりました。�
　式は午前９時から始まり、式の中では学級生３名が「高
齢者学級に参加して」と題してこれまでの活動を振り
返り感想を述べました。�
　また、１０時からは佐土原町在住の赤木悦子氏の講
演が行われ、全盲ながらも活発に、歌や和太鼓を通じ
てボランティア活動などを行っている赤木氏は、「出会
いやふれあいによってこのような楽しい時間が過ごせる。
このような人とのつながりを大切にして欲しい。」と元

気いっぱいに話
をされました。�
　最後に、皆
勤の学級生に
皆勤賞が授与
され、学級生は
来年も意欲的
に参加したいと
話していました。�
�

　２月１８日北郷
林業総合センタ
ーで一人暮らし
中央会食会が行
われました。�
　これは美郷町
社会福祉協議会
北郷事業所（林
田敦会長）が主

催して年に２回行っているもので、当日は北郷区内に在
住する７５歳以上のお年寄り約４０名が集いました。�
　会場では日赤奉仕団や農協女性部の方が作られた
サラダやチキン南蛮、おにぎりなど７品目がテーブルい
っぱいに並べられ、集まった参加者はバイキング形式で
料理をとりわけ１２時より食事を始めました。�
　参加者は久しぶりの友人との再会で話に花が咲き「こ
の会食に毎回参加していて、楽しみです。」と話してい
ました。�
　昼食をとり終わった後は細宇納間婦人会の方々によ
る人形劇が行われ、コミカルな内容と流暢な宇納間弁に、
お年寄りも笑い、喜んでいました。�
�

　３月１１日、北郷中学校で卒業予定の３年生１５名を対
象に、ヘルスサポーター２１事業が行われました。�
　これは自分らしい生活を実現していくために欠かせ
ない健康と毎日の食事について考え、実践してもらうこ
とを目的に、北郷区食生活改善推進協議会が北郷中学
校卒業生を対象に毎年行っているものです。�
　当日は推進委員３名がアドバイザーとなり、適正体重
の維持や健康的な食事について１時間ほど講演を行っ
た後、実際にバランスの取れた食事づくりに取り組みま
した。�
　調理では「冷汁」や「手羽元の酢煮」「千切り大根の焼
きそば風」「小松菜の和え物」「芋ショコラ」の５品を２時
間かけて作りま
した。�
　調理実習を行
った生徒は「今日
つくったものをぜ
ひ家でもチャレ
ンジしてみたい。」
と話していまし
た。�
�

　今年も、ヤマメ釣
り大会の季節がや
ってきました。�
　初心者でも楽し
く釣れる大会です。�
　北郷の自然と一
体になって癒しの
時間を過ごしませ
んか。��
日　　時：平成２０年４月２７日（日）�

場　　所：五十鈴川�

受付場所：美郷町北郷区小原　小原集会施設�

受付開始時間：午前６時～�

参 加 費：高校生以上　１，０００円�
　　　　  小中学生　　　 ５００円�
　　　　  未就学児　　 無　　料　�

主　　催：北郷商工会青年部�

 問合せ先：北郷商工会�
　　　　　1０９８２－６２－５８９５�
�

真剣な取り組み相撲に力が入ります�

健やかな成長を願う土俵入り�



�


